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り
に
思
い
、
住
み
続
け
た
い
と

思
え
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

　ま
た
、
が
ん
ば
れ
観
音
寺
応

援
寄
附
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）

に
つ
い
て
は
、
本
市
出
身
の
方

々
か
ら
多
く
の
寄
附
金
を
い
た

だ
き
、
ふ
る
さ
と
を
思
う
熱
い

気
持
ち
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
う

い
っ
た
方
々
に
元
気
な
「
ふ
る

さ
と
観
音
寺
市
」
を
お
見
せ
で

き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

ま
ち
の
実
現
の
た
め
の
３
つ
の

施
策　ま

ず
、
大
野
原
・
豊
浜
小
学

校
の
大
規
模
改
修
に
着
手
し
ま

す
。
ま
た
、
特
別
支
援
教
育
支

援
員
を
効
果
的
に
配
置
し
て
学

習
環
境
を
充
実
さ
せ
ま
す
。
さ

ら
に
、
発
達
障
が
い
の
あ
る
子

ど
も
へ
の
通
級
教
室
を
開
設
し

ま
す
。

　そ
し
て
、
伊
吹
島
在
住
の
高

校
生
に
対
し
て
、
航
路
運
賃
の

支
援
を
拡
充
し
ま
す
。

和
４５
年
当
時
、
私
は
そ
の
素
晴

ら
し
さ
に
誇
ら
し
い
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。

　平
成
２６
年
春
に
は
、
観
音
寺

保
育
所
、
観
音
寺
幼
稚
園
、
観

音
寺
小
学
校
が
完
成
し
ま
す
。

ま
た
、
新
庁
舎
の
建
設
や
、
新

市
民
会
館
の
実
施
設
計
に
も
着

手
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
れ
ら

教
育
・
文
化
施
設
の
整
備
に
よ

り
、
子
ど
も
た
ち
が
「
ふ
る
さ

と
観
音
寺
市
」
へ
の
思
い
を
育

み
、
市
民
み
ん
な
が
本
市
を
誇

　観
音
寺
市
を
「
ふ
る
さ
と
」

と
し
て
誇
り
の
持
て
る
ま
ち
に

す
る
こ
と
を
目
標
に
、
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

　本
市
は
、
古
く
か
ら
四
国
の

交
通
の
要
衝
と
し
て
、
ま
た
、

西
讃
地
域
の
行
政
や
経
済
、
文

化
、
教
育
の
中
心
都
市
と
し
て

発
展
し
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま

す
。
市
民
会
館
が
完
成
し
た
昭

　認
可
・
無
認
可
保
育
所
の
運

営
を
支
援
し
、
公
立
保
育
所
と

連
携
す
る
こ
と
で
待
機
児
童
を

解
消
し
ま
す
。
ま
た
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

開
設
に
向
け
準
備
を
進
め
ま
す
。

放
課
後
児
童
対
策
と
し
て
は
、

豊
田
な
か
よ
し
教
室
を
開
設
し

ま
す
。

　さ
ら
に
病
児
・
病
後
児
保
育

を
実
施
し
、
母
子
自
立
支
援
員

の
配
置
を
拡
充
し
ま
す
。

　子
育
て
世
帯
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
義
務
教
育
修
了
ま

で
の
医
療
費
無
料
化
を
継
続
し

ま
す
。

　特
定
不
妊
治
療
に
要
す
る
費

用
の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。
ま

た
、
妊
婦
や
乳
幼
児
の
健
康
保

持
と
健
や
か
な
成
長
を
図
る
た

め
、
健
康
診
査
を
推
進
し
ま
す
。

　人
が
笑
顔
で
集
い
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
の
再
興
の
た
め

の
８
つ
の
施
策

　室
本
港
、
箕
浦
漁
港
に
防
潮

胸
壁
を
整
備
し
ま
す
。
さ
ら
に

室
本
港
に
排
水
ポ
ン
プ
等
を
整

備
し
、
満
潮
時
の
排
水
対
策
に

取
り
組
み
ま
す
。
常
磐
地
区
植

田
町
の
水
路
の
調
査
を
実
施
し
、

排
水
の
全
体
計
画
を
策
定
し
ま

す
。　観

音
寺
小
学
校
に
、
自
立
運

転
機
能
を
備
え
た
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
、
防
災
広
場
に
飲
料

水
兼
用
耐
震
性
貯
水
槽
、
か
ま

ど
ベ
ン
チ
、
ト
イ
レ
ベ
ン
チ
を

設
置
し
ま
す
。

　水
道
施
設
に
つ
い
て
は
、
伊

吹
地
区
に
調
整
池
を
新
設
す
る

と
と
も
に
丸
山
水
源
地
を
拡
張

し
、
水
道
水
の
安
定
供
給
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
岡
の
宮
橋
の

配
水
管
を
耐
震
化
し
、
下
林
浄

水
場
に
非
常
用
自
家
発
電
装
置

を
設
置
す
る
こ
と
で
災
害
時
の

断
水
被
害
を
最
小
限
に
し
ま
す
。

　民
間
住
宅
の
耐
震
診
断
、
耐

震
改
修
の
支
援
を
拡
充
し
、
耐

震
化
率
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　市
内
全
域
を
カ
バ
ー
す
る
同

報
系
デ
ジ
タ
ル
無
線
の
実
施
設

計
に
着
手
し
ま
す
。

　自
主
防
災
組
織
に
対
し
て
は
、

防
災
資
機
材
の
購
入
や
防
災
訓

練
、
防
災
士
の
育
成
の
支
援
を

拡
充
し
ま
す
。

　地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て
は
、

基
本
的
な
考
え
方

重
点
施
策

①
教
育
を
充
実
さ
せ
る

　
　
　
　
　
　
取
り
組
み

②
多
様
な
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
の

　
　
　
提
供
を
行
う
取
り
組
み

③
母
子
保
健
・
医
療
を
充
実

　
　
　
　
さ
せ
る
取
り
組
み

①
災
害
に
強
い
公
共
施
設
の

　
整
備
に
関
す
る
取
り
組
み

②
減
災
対
策
を
充
実
さ
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
取
り
組
み

1
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平
成
25
年
度

　
　
　
市
長
施
政
方
針

　３
月
定
例
市
議
会
の
冒
頭
、
白
川
晴
司
市
長
が
施
政
方
針
を

表
明
し
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
に
市
政
運
営
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。
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県
が
発
表
す
る
被
害
想
定
を
踏

ま
え
て
見
直
し
を
進
め
、
災
害

に
備
え
ま
す
。

　三
観
広
域
消
防
本
部
と
南
署

庁
舎
の
改
築
を
進
め
、
災
害
時

の
機
能
強
化
を
図
り
ま
す
。

　地
域
消
防
の
中
心
的
役
割
を

担
う
消
防
団
屯
所
、
消
防
ポ
ン

プ
車
を
計
画
的
に
更
新
し
ま
す
。

　ま
た
、
地
域
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
た
三
豊
総
合
病

院
へ
の
支
援
も
行
い
ま
す
。

　交
通
安
全
教
室
や
地
域
安
全

活
動
を
充
実
し
、
交
通
安
全
意

識
や
防
犯
意
識
の
啓
発
を
図
り

ま
す
。
体
制
が
整
っ
た
小
学
校

区
か
ら
青
パ
ト
に
よ
る
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
を
組
織
化
し
、
そ
の

運
営
経
費
に
つ
い
て
も
支
援
し

ま
す
。

　新
市
民
会
館
に
つ
い
て
、
管

理
運
営
計
画
、
実
施
設
計
を
進

め
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
に
伴
う

周
辺
道
路
や
ア
ク
セ
ス
道
路
の

整
備
を
進
め
ま
す
。
伊
吹
島
と

の
定
期
航
路
は
、
新
船
建
造
に

向
け
て
、
調
査
を
開
始
し
ま
す
。

　生
活
環
境
に
つ
い
て
は
、
環

境
保
全
意
識
の
啓
発
を
図
り
、

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。

　総
合
運
動
公
園
の
遊
具
を
更

新
し
、
市
立
サ
ブ
体
育
館
を
建

設
す
る
こ
と
で
、
利
用
者
の
利

便
性
を
向
上
し
ま
す
。
ま
た
、

萩
の
丘
公
園
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

場
の
屋
根
の
設
置
、
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
の
人
工
芝
の
張
り
替
え
、

福
祉
会
館
駐
車
場
横
の
ト
イ
レ

の
改
修
等
を
実
施
し
ま
す
。

　商
店
街
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

は
、
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
２
０

１
３
に
合
わ
せ
「
夜
し
る
べ
２

０
１
３
」
や
「
イ
サ
ム
・
ノ
グ

チ
あ
か
り
展
」
を
市
民
の
皆
様

と
と
も
に
開
催
し
、
ま
ち
な
か

の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
ま
す
。

　地
元
商
工
業
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
元
気
地
域
商
品
券
の

発
行
を
支
援
し
ま
す
。

　ま
た
、
伊
吹
い
り
こ
を
は
じ

め
、
レ
タ
ス
等
の
農
産
物
や
ナ

シ
加
工
品
の
販
路
拡
大
の
た
め
、

大
都
市
圏
に
お
い
て
Ｐ
Ｒ
活
動

を
進
め
ま
す
。

　漁
業
振
興
で
は
、
ヒ
ラ
メ
や

ア
カ
ガ
イ
等
の
重
要
稚
仔
を
放

流
し
、
経
営
の
安
定
化
を
図
り

ま
す
。
農
業
振
興
で
は
、
新
規

就
農
者
の
活
動
費
や
農
機
具
購

入
費
な
ど
の
支
援
制
度
を
新
た

に
設
け
ま
す
。
ま
た
、
低
コ
ス

ト
化
を
図
る
た
め
の
農
業
用
機

械
・
施
設
の
導
入
に
つ
い
て
補

助
制
度
を
拡
充
し
ま
す
。

　瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
２
０
１

３
の
開
催
期
間
中
、
各
実
行
委

員
会
と
連
携
し
、
来
訪
さ
れ
る

観
光
客
に
本
市
の
良
さ
を
伝
え

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
日
本
学
生
ト
ラ
イ
ア

ス
ロ
ン
選
手
権
観
音
寺
大
会
も

７
回
目
と
な
り
ま
す
。
市
民
の

皆
様
と
と
も
に
多
く
の
選
手
を

迎
え
る
こ
と
で
本
市
が
活
気
に

満
ち
溢
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　７５
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
、

ま
た
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
で
、

転
倒
の
恐
れ
の
あ
る
方
が
、
住

宅
を
改
修
す
る
費
用
に
対
し
て

支
援
を
し
ま
す
。
ま
た
、
障
が

い
者
へ
の
虐
待
を
防
ぐ
た
め
虐

待
防
止
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、

２４
時
間
対
応
で
相
談
を
受
け
付

け
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
ま
す
。

　市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る

力
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
の

た
め
の
３
つ
の
施
策

　自
治
基
本
条
例
は
、
市
広
報

紙
で
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す

が
、
こ
と
し
は
講
演
会
を
開
催

し
、
市
民
の
皆
様
に
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　大
都
市
圏
で
の
移
住
相
談
を

積
極
的
に
行
い
、
農
業
研
修
等

の
移
住
体
験
を
通
し
て
、
本
市

で
の
移
住
・
定
住
に
つ
な
げ
ま

す
。
Ｉ
タ
ー
ン
移
住
者
に
対
し

て
は
、
定
住
促
進
住
宅
取
得
等

助
成
制
度
の
周
知
に
努
め
ま
す
。

　少
子
化
対
策
と
し
て
、
商
工

会
や
商
工
会
議
所
が
開
催
す
る

婚
活
事
業
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　人
権
学
習
の
充
実
や
講
演
会
、

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
に
よ
る
啓
発
活
動
を

積
極
的
に
行
い
、
人
権
意
識
の

高
揚
を
図
り
ま
す
。
男
女
共
同

参
画
計
画
に
つ
い
て
は
、
進
行

管
理
等
の
結
果
を
踏
ま
え
、
見

直
し
を
行
い
ま
す
。

　私
は
、
本
市
の
長
い
歴
史
の

中
で
培
わ
れ
た
文
化
や
伝
統
を

誇
り
に
思
い
、
大
好
き
な
観
音

寺
市
を
次
世
代
に
引
き
継
い
で

い
く
こ
と
を
使
命
と
し
て
「
や

さ
し
さ
と
元
気
印
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
政
治
理
念
に
掲
げ
、
施

策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　新
年
度
も
、
市
民
の
皆
様
の

本
市
へ
の
思
い
を
支
え
と
し
て
、

引
き
続
き
「
ふ
る
さ
と
観
音
寺

市
」
の
創
造
に
向
け
情
熱
を
持

っ
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
い

か
な
る
困
難
な
課
題
に
直
面
し

よ
う
と
も
、
果
敢
に
挑
戦
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
本
市
が

持
つ
本
来
の
力
を
礎
と
し
て
、

新
し
い
時
代
を
切
り
開
き
、
未

来
へ
の
安
心
と
希
望
、
そ
し
て

心
の
豊
か
さ
を
実
感
す
る
こ
と

が
で
き
る
成
熟
し
た
観
音
寺
市

の
実
現
を
目
指
し
、
誠
心
誠
意

取
り
組
み
ま
す
。
市
民
の
皆
様

に
は
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

平
成
２５
年
度
に
向
け
た
私
の
施

政
に
対
す
る
方
針
と
い
た
し
ま

す
。

結
び
に

③
消
防
・
救
急
医
療
体
制
を

　
　
充
実
さ
せ
る
取
り
組
み

④
交
通
安
全
・
防
犯
体
制
を

　
　
強
化
さ
せ
る
取
り
組
み

⑤
に
ぎ
わ
い
を
創
出

　
　
　
さ
せ
る
取
り
組
み

⑥
産
業
の
振
興
と
雇
用
を

　
創
出
さ
せ
る
取
り
組
み

⑦
地
域
資
源
を
生
か
し
た

　
交
流
促
進
や
観
光
振
興
の

　
　
　
　
　
　
　
取
り
組
み

⑧
社
会
的
弱
者
を
支
援
す
る

　
　
　
　
　
　
　
取
り
組
み

①
市
民
と
市
の
協
働
に

　
　
　
関
す
る
取
り
組
み

③
誰
も
が
と
も
に
認
め
合
い
、

　
　
と
も
に
支
え
合
う
ま
ち

　
　
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み

②
移
住
定
住
へ
の
取
り
組
み

3
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　総合振興計画は、今後の本市のまちづくりの方向性を示した最上位計画で

「基本構想」「基本計画」「実施計画」の３層で構成されています。

　基本構想は、平成２０年度から平成２９年度までの１０年間の将来像と、まちづ

くりのための６つの基本目標を定めています。

　本年３月に策定した基本計画（後期）は、平成２５年度から平成２９年度まで

の５年間に推進するべき主要施策を、行政の各分野にわたって体系的に示し

ています。

　また、具体的に実施する事業を定めた実施計画は３年間とし、毎年度見直

しをしています。

　この総合振興計画に基づき、平成２５年度に実施する主な事業をお知らせし

ます。（基本計画（後期）は、５月号広報紙で説明します）

総合振興計画に基づく　

平成２５年度のまちづくり

地域協働のまちづくり体制・制度の確立
○自治基本条例の制定（講演会の開催や広報紙

等で啓発）

○広報活動の強化（広報紙や市ホームページ、

出前講座、ツイッターなどで情報提供）

地域コミュニティ・ＮＰＯ活動等の充実
○自治会活動の推進（自治会活動を支援し、加

入率の増加を目指す）

○市民団体などの育成（ボランティア団体やＮ

ＰＯ法人等が行う地域の課題を解決するため

の自主的な活動を支援）

人権対策・男女共同参画の推進
○人権対策の推進（人権教育や人権啓発講演会

の開催）

○男女共同参画の推進（講演会の開催／男女共

同参画計画の見直し）

第１節　市民みんなで取り組む「地域協働のまちづくり」
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調和のとれた土地利用の推進
○地籍調査（粟井町の一部）

市街地の整備
○新市民会館の整備（平成２８年４月開館予定）

　（実施設計および管理運営計画策定）

○街路整備（中央七間橋線と新市民会館進入道

路を整備／街路中央村黒線、観音寺駅観音寺

港線の整備（県営事業負担金））

○にぎわいの創出（商店街振興組合等が行うイ

ベントを支援）

住宅対策の充実
○市営住宅の整備（東丸山団地の外壁改修）

○交流定住促進事業（移住相談と本市のＰＲ／

空き家バンクの運営とＩターン者住宅取得等

助成金制度／婚活事業支援）

山村地域の振興
○中山間地域等直接支払制度（集落協定に基づ

く農業生産活動等を支援）

○林道の整備（林道の整備と林道に架かる橋り

ょうの点検調査）

離島地域の振興
○新船建造（定期航路の新船建造に向けた調査）

○航路運賃補助の拡充（高等学校通学にかかる

航路運賃の補助を拡充）

○伊吹漁港真浦地区等の整備（臨港道路、浮体

式物揚場、護岸改修）

道路・交通網の整備
○市道の整備（舗装新設・市道中洲港線他３線、

出晴立野線、国道小学校線他改築／観音寺小

学校等の周辺整備道路を改築）

地域福祉の推進
○地域福祉ネットワーク化の推進（社会福祉協

議会の運営支援／民生委員・児童委員の活動

により地域福祉を推進）

○県道等の整備（黒渕本大線他９線の道路改修

と有明防波堤などの改修（県営事業負担金））

○橋りょうの維持・補修（極楽橋の改修と橋り

ょう長寿命化修繕計画に基づく調査、補修等）

○のりあいバスの運行（市内５路線の利便性の

向上）

消防・防災体制の充実
○自主防災組織の育成強化（防災資機材の購入

や防災訓練、防災士の資格取得に要する経費

を支援）

○災害や避難情報等の提供（同報系デジタル無

線の実施設計に着手）

○地域防災計画の改定

○非常備消防の充実（消防団屯所の改築と消防

ポンプ車の更新）

○津波高潮対策（室本港・箕浦漁港の防潮胸壁

整備と室本港の排水対策）

○小学校施設の防災機能強化（観音寺小学校に

太陽光発電システムを整備／防災広場を整備

し、かまど・トイレベンチや飲料水兼用耐震

性貯水槽を設置）

○民間住宅の耐震化（耐震診断、耐震改修に係

る経費への補助を拡充）

○三観広域消防本部と南消防署庁舎の改築

生活安全対策の充実
○交通安全対策（交通安全教室やキャンペーン

等を実施／カーブミラー等の整備／チャイル

ドシートの購入補助）

○防犯対策（防犯キャンペーン等の実施／防犯

カメラ運営に係る経費の支援と街路灯の整備）

○消費生活推進（消費者問題に対する相談、啓

発活動）

保健・医療活動の充実
○生活習慣病の予防対策の充実（がん検診受診

の啓発活動／一日人間ドックの受診者数を増

大／小学４年生対象の小児生活習慣病予防検

診を実施）

○予防事業等の推進（予防接種の啓発と支援）

○地域医療の充実（三豊総合病院の運営及び医

師確保のための支援／伊吹診療所の運営（週

５日および毎月第２土曜日））

第２節　安全・安心で「暮らしやすいまちづくり」

第３節　思いやりあふれる「健康福祉のまちづくり」
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児童福祉・子育て支援の充実
○観音寺保育所の整備（平成２６年４月開所予定）

○地域子育て支援拠点事業（就学前親子の交流

や育児相談、情報提供）

○病児・病後児保育（三豊総合病院内で病児・

病後児を一時的に保育）

○放課後児童クラブ（小学１～３年生を対象に、

適切な遊び場や生活の場を提供「豊田なかよ

し教室を新設」）

○待機児童の解消（認可保育所、認可外保育所

の運営支援／ファミリー・サポート・センター

の平成２６年度開設に向けた準備等）

○妊婦健診（妊婦一般健康診査受診票と乳児一

般健康診査受診票等の配布、受診勧奨）

○乳幼児健康診査（生活習慣や精神発達の健診）

○こんにちは赤ちゃん事業（生後４カ月までの

乳児家庭を訪問し、子育ての不安や悩み相談

と助言）

○特定不妊治療（治療費用の一部を助成）

○子ども医療費助成（義務教育修了時まで医療

費を助成）

○家庭児童相談室の設置（児童虐待やＤＶ等の

家庭問題の相談と情報提供／母子家庭の相談

と自立に向けた資格取得のための修学を支援）

高齢者福祉の充実
○交流の推進（地域サロン活動事業／配食サー

ビスやコミュニティ入浴券の交付など）

○介護予防の推進（介護認定を受けていない７５

歳以上の高齢者世帯で転倒の恐れのある方の

住宅改修に要する費用を補助／伊吹島で介

護サービスを提供する事業者を支援）

障がい者福祉の推進
○障がい者に対する虐待防止（２４時間体制で障

がい者からの相談を受け付ける、虐待防止セ

ンターを設置）

社会保障等の充実
○社会保障制度の適正実施（国民健康保険など

の適正な運営／生活保護者に対する支援）

生涯学習体制の確立と学習機会の拡充
○市民講座、市民大学などの開催

幼児教育・学校教育の充実
○観音寺幼稚園・小学校の整備（平成２６年４月

開園・開校予定）（幼稚園の通園に要するマイ

クロバスとミニバンの購入）

○小学校大規模改修（大野原小学校、豊浜小学

校（実施設計）の大規模改修／大野原小学校

に発達障がい児童対象の通級教室を開設）

○就学前教育検討等（就学前カリキュラムの策

定や幼稚園等の再編を推進）

○小・中学校教育環境充実事業（複式学級対策

として伊吹小、紀伊小学校へ講師を配置／伊

吹中、豊浜中学校へ学校運営に必要な教科を

補うため講師を配置）

○特別支援教育支援員設置（支援員を効果的に

配置し、児童、生徒にあった支援を行う）

○外国語指導助手設置（小・中学校へ配置し、

国際理解教育、語学力の向上を図る）

○中学生海外派遣（中学３年生をオーストラリ

アへ派遣し、現地の児童生徒との交流やホー

ムステイを体験）

青少年の健全育成活動の推進
○健全育成活動の推進（青少年育成市民会議、

少年を守る母の会、地区育成会などによる

地域啓発活動／「やまびこテレフォン」によ

る相談受付）

○青色回転灯防犯パトロール（パトロールを実

施する団体の育成と支援）

地域文化の継承と文化芸術活動の推進
○市民文化祭や市民音楽祭開催

○埋蔵文化財保存整備（椀貸塚、平塚、角塚の

調査等）

生涯スポーツの推進
○日本学生トライアスロン選手権観音寺大会開

催

○総合運動公園の整備（サブ体育館の建設／ト

リムコース等の遊具更新）

国際交流・地域間交流活動の推進
○姉妹都市交流の推進（米国アップルトン市、

滋賀県草津市、北海道虻田郡真狩村との市

民交流など）

第４節　人と文化が輝く「生涯学習のまちづくり」
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環境保全活動の推進と景観形成
○住宅用太陽光発電システム設置補助

○環境監視の強化と公害防止の推進（環境公害

測定）

公園・緑地・水辺の整備
○萩の丘公園の整備（ゲートボール場の屋根設

置、大谷池遊歩道の改修、テニスコートの人

工芝張り替え、トイレのバリアフリー改修）

○ひがし児童公園の整備（バリアフリートイレ

および遊具を更新）

○緑化の推進（緑化イベントの開催など）

行政改革の推進
○人材の育成（職員研修などにより市民サービ

スを向上）

○新庁舎の整備（平成２７年５月開庁予定）

○総合振興計画の進行管理

農林業の振興
○農業基盤の整備（ため池等の改修／常磐地区

（植田町）の排水対策（全体計画設計）／西讃

南部農道の整備（県営事業負担金））

○担い手の育成（研修生受入農家への支援と新

規就農者が自立する際の活動費や農機具購入

を支援／農地集積を促進するため支援を拡充）

○有害鳥獣駆除対策（イノシシ等の駆除への支

援や防除機具導入に対する支援など）

○販路の拡大（大都市圏でのトップセールスに

より地域特産品をＰＲ）

水産業の振興
○漁業生産基盤の整備（ヒラメ、アカガイ、ク

ルマエビなどの稚仔放流）

○漁場環境の保全（有害生物等を除去）

上・下水道の整備
○水道施設の改良整備の推進（伊吹調整池の建

設／田野々浄水場導水管の敷設替え／岡の宮

橋に共架している水道管の耐震化／旧市町間

を結ぶバックアップ管の整備／下林浄水場へ

非常用自家発電装置を設置）

○渇水対策（丸山水源地拡張工事）

ごみ・し尿処理の充実
○ごみ減量化と再資源化の推進

墓地・斎場の整備
○墓地・斎場の整備（墓地整備への支援と燧望

苑の運営管理）

財政運営の効率化
○公共施設の適正配置や有効活用の検討

○市税や使用料の収納率の向上

広域行政の推進
○三観広域行政組合との連携

○四国まんなか交流（徳島県三好市や愛媛県四

国中央市との市民交流・市長サミット等）

商工業の振興
○元気地域商品券（発行支援）

○商工会議所および商工会の育成強化

観光の振興
○瀬戸内国際芸術祭２０１３（７／２０～９／１の

伊吹島開催に併せてイベントを実施）

○まつり・イベントの強化（銭形祭り、萩まつ

り、豊浜ちょうさ祭などのイベントを支援）

雇用対策と勤労者福祉の充実
○勤労者の生活向上と雇用対策の推進（融資機

関やシルバー人材センターを支援）

第５節　海・山・川の自然輝く「快適環境のまちづくり」

第７節　計画推進のために

第６節　豊かな地域資源を生かした「いきいき産業のまちづくり」



8

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら

　
小
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
所
が
統
合
・
移
転
し
ま
す

●
小
学
校
・
幼
稚
園
に
関
す
る
こ
と

　
　
　
　教
育
総
務
課

　☎
５４

−

５
７
０
７

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
大
野
原
支
所
２
階
）

●
保
育
所
に
関
す
る
こ
と

　
　
　子
育
て
支
援
課

　☎
２３

−

３
９
６
２

▲観音寺小学校完成予想図
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に
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教
育
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２
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３
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績
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　最
も
大
き
な
特
徴
は
、
小
学

校
と
幼
稚
園
、
保
育
所
を
同
じ

敷
地
内
に
配
置
す
る
こ
と
で
す
。

教
育
施
設
と
し
て
の
あ
り
方
は

も
ち
ろ
ん
、
ゼ
ロ
歳
か
ら
１２
歳

ま
で
の
子
ど
も
が
一
堂
に
会
し

て
、
快
適
に
安
全
に
過
ご
す
こ

と
が
で
き
る
「
生
活
の
場
」
を

作
り
ま
す
。

　小
学
校
は
、
南
側
に
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
、
北
側
に
ロ
の
字
型
の

校
舎
と
屋
内
運
動
場
、
プ
ー
ル

を
配
置
し
、
低
学
年
の
児
童
は

グ
ラ
ウ
ン
ド
や
校
舎
の
中
庭
で

も
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　幼
稚
園
と
保
育
所
は
、
３
歳

か
ら
５
歳
の
保
育
室
が
園
庭
を

取
り
囲
み
、
ど
の
部
屋
か
ら
も

園
庭
に
す
ぐ
に
出
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
ゼ
ロ
歳
か
ら

２
歳
の
子
ど
も
た
ち
は
、
専
用

の
小
さ
な
園
庭
で
安
全
に
遊
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　今
後
、
来
年
４
月
の
開
校
・

開
園
・
開
所
に
向
け
、
安
全
に

工
事
を
進
め
ま
す
。
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　現
在
、
市
立
保
育
所
の
給
食

は
直
営
方
式
で
行
っ
て
い
ま
す

が
、
平
成
２６
年
４
月
に
開
所
す

る
観
音
寺
保
育
所
で
は
、
給
食

業
務
の
一
部
を
民
間
に
委
託
し

ま
す
。

　委
託
す
る
の
は
、
調
理
作
業

お
よ
び
調
理
器
具
、
食
器
等
の

洗
浄
、
消
毒
作
業
で
す
。
献
立

の
作
成
や
食
材
の
調
達
、
検
食

や
給
食
指
導
は
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
市
が
行
い
ま
す
。

　今
後
、
民
間
の
専
門
的
な
知

識
や
手
法
を
活
用
し
な
が
ら
、

こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
な
い
サ
ー

ビ
ス
水
準
を
確
保
し
、
何
よ
り
、

食
の
安
全
や
衛
生
管
理
に
重
点

を
置
い
た
受
託
事
業
者
を
選
定

し
ま
す
。

　詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。（
ト

ッ
プ
ペ
ー
ジ
→
暮
ら
し
→
健

康
・
福
祉
→
保
育
→
「
給
食
業

務
の
一
部
民
間
委
託
に
つ
い

て
」）

●

問
い
合
わ
せ
先

　子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　☎
２３

−

３
９
６
２

設
計
の
考
え
方

給
食
業
務
の
一
部
を

　
　
民
間
委
託
し
ま
す

観音寺小学校

観音寺東小学校

高室幼稚園

常磐幼稚園

東保育所

西保育所

観音寺幼稚園

観音寺南小学校

正門

出入口

出入口

出入口

出入口

車両入口

一の谷川

車両出口

観音寺幼稚園
観音寺保育所

観音寺小学校

観音寺保育所
観音寺幼稚園
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　新
庁
舎
や
新
市
民
会

館
の
建
設
が
始
ま
り
ま

す
が
、
市
の
財
政
は
大
丈
夫
で

す
か
？
借
金
が
増
え
る
の
で
は

な
い
か
と
心
配
で
す
。

　平
成
２５
年
度
か
ら
、

本
格
的
に
新
庁
舎
と
新

市
民
会
館
の
建
設
に
向
け
て
取

り
組
み
ま
す
。
新
庁
舎
が
４０
億

円
、
新
市
民
会
館
が
５６
億
円
の

事
業
費
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　財
源
は
、
国
か
ら
の
補
助
金

１０
億
円
、
基
金
か
ら
１０
億
円
を

充
て
る
予
定
で
、
残
高
の
７６
億

円
の
う
ち
、
合
併
特
例
債
で
７１

億
円
、
市
税
な
ど
一
般
財
源
で

５
億
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

合
併
特
例
債
は
、
償
還
費
用
の

７０
％
を
国
か
ら
の
地
方
交
付
税

で
補
て
ん
さ
れ
る
の
で
、
市
の

財
政
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
市
民
１
人
あ
た
り
の
負

担
は
年
間
約
２
千
円
と
考
え
て

い
ま
す
が
、
新
た
に
負
担
を
お

願
い
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。　詳

し
く
は
、
平
成
２４
年
１１
月

号
の
広
報
紙
を
見
て
く
だ
さ
い
。

　総
務
課

　☎
２３

−

３
９
０
０

　新
庁
舎
は
、
国
道
１１

号
の
沿
線
の
方
が
利
便

性
が
良
い
と
思
う
。
ど
う
し
て

現
行
の
建
設
場
所
に
な
っ
た
の

で
す
か
？

　現
庁
舎
の
エ
リ
ア
は

都
市
基
盤
が
整
備
さ
れ
、

保
健
セ
ン
タ
ー
や
観
音
寺
市
中

央
公
民
館
、
中
央
図
書
館
、
社

の
守
衛
室
で
、
午
後
８
時
ま
で

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

受
け
取
り
に
来
庁
す
る
と
き
は
、

身
分
証
明
書
等
と
手
数
料
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

　電
話
予
約
が
で
き
る
証
明
書

は
、
住
民
票
の
写
し
や
印
鑑
証

明
書
な
ど
で
す
。
戸
籍
関
係
証

明
書
は
電
話
予
約
が
利
用
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。　戸

籍
謄
・
抄
本
は
、
市
外
在

住
の
人
や
窓
口
に
来
る
こ
と
が

で
き
な
い
人
が
、
郵
便
で
請
求

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
交
付

請
求
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒

（
住
所
・
氏
名
記
載
）
と
証
明

書
手
数
料
（
定
額
小
為
替
ま
た

は
現
金
書
留
）、
請
求
者
の
身

分
証
明
書
の
写
し
を
添
え
て
、

市
民
課
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　市
民
課

　☎
２３

−

３
９
２
４

　ま
た
、
税
務
関
係
の
証
明
書

も
電
話
予
約
が
で
き
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
税
務

課
（
☎
２３

−

３
９
２
２
）
へ
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　一
人
暮
ら
し
高
齢
者

の
、
緊
急
用
の
連
絡
網

を
整
備
し
て
く
だ
さ
い
。

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
三
観
広
域

消
防
本
部
、
南
消
防
署
、
県
三

豊
合
同
庁
舎
、
税
務
署
な
ど
市

や
県
、
国
の
行
政
機
関
が
集
中

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
辺
に

地
方
銀
行
の
観
音
寺
支
店
が
移

転
配
置
さ
れ
、
商
工
会
議
所
も

隣
接
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
企

業
に
と
っ
て
も
利
便
性
の
高
い

場
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
ら
と
ま
ち
づ
く
り
の
視

点
か
ら
十
分
考
慮
し
た
結
果
、

現
在
の
敷
地
内
（
市
民
会
館
跡
）

が
適
切
と
判
断
し
ま
し
た
。

　庁
舎
等
整
備
課

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
５
１

　住
民
票
や
戸
籍
謄
本

な
ど
、
時
間
内
に
取
り

に
行
け
な
い
の
で
、
請
求
で
き

る
方
法
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
市
外
か
ら
請
求
は
で
き

ま
す
か
？

　時
間
内
に
来
庁
す
る

こ
と
が
困
難
な
方
の
た

め
に
、
電
話
予
約
制
度
が
あ
り

ま
す
。
市
役
所
の
開
庁
時
間
内

（
平
日
の
午
前
８
時
３０
分
～
午

後
５
時
１５
分
）
に
、
電
話
で
必

要
な
証
明
書
を
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。
市
役
所
本
庁
や
各
支
所

　地
震
や
風
水
害
等
の

災
害
が
発
生
し
た
際
、

避
難
所
へ
の
移
動
等
に
、
家
族

等
の
援
助
が
困
難
で
第
三
者
の

助
け
が
必
要
な
人
（
災
害
時
要

援
護
者
）
の
台
帳
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
災
害
時
要
援
護
者

は
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
人

も
対
象
で
す
。

　普
段
か
ら
、
地
域
（
近
隣
）

の
方
々
に
よ
る
見
守
り
や
、
災

害
が
発
生
し
た
際
の
支
援
体
制

を
整
備
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

災
害
時
要
援
護
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　社
会
福
祉
課

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
８

　市
総
合
運
動
公
園
を
、

幼
児
も
楽
し
め
る
よ
う

な
施
設
に
し
て
ほ
し
い
。

　現
在
あ
る
「
遊
園
地

か
い
じ
ゅ
う
の
丘
」
の

遊
具
を
さ
ま
ざ
ま
な
年
齢
の
お

子
さ
ん
が
遊
べ
る
よ
う
な
遊
具

に
随
時
更
新
す
る
予
定
で
す
。

　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　
　☎

５４

−

５
７
１
３

　
　
　
　（
大
野
原
支
所
２
階
）

　市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
希
望
あ
ふ
れ
る
毎
日
を
過
ご

せ
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
や
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、
ま
た
、
社
会
の
変
化
に
伴
い

複
雑
化
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
月
号
か
ら
、
過
去
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
出
た
ご
意
見
や
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
ご
質
問
・
ご
意
見
を
、
回
答
と
合
わ
せ
て
お
伝
え
し
ま
す
。

Q 
& 

A

A

A

A

AA

Q

Q

Q

Q

Q
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　今年度から、民間住宅耐震対策支援事業の補助率と補助限度額

が変わります。

　今後発生すると言われている南海トラフ巨大地震は、最大クラス震

度７と予想されています。いつ発生するかわからない地震に備えて、

早期に対策をとる必要があります。早めの備えで、大切な家族と住み

慣れた家を地震から守りましょう。

　まずは、耐震診断であなたの家の耐震性を判定してみてください。

結果によって、耐震改修工事を行いましょう。改修工事は市内の事業

者に依頼してください。

（注意）申請手続きの前に、契約はしないでください。

　年度末と年度初めの休日に住民異動などの手続きが

できるように、下記の日曜日を開庁します。

●開庁日・時間

　３月３１日（日）、４月７日（日）

　午前８時３０分～正午、午後１時～午後５時

●開庁する課

　市民課　☎２３−３９２４

　税務課　☎２３−３９２２（市税の納付もできます）

　健康増進課　☎２３−３９２７

●注意

本庁のみ開庁します。

国や県、他市町村への確認が必要な業務などは、

対応できない場合があります。

詳しくは、各課へ問い合わせてください。

まずは耐震診断から！！

耐震改修（補強）が

　　必要と判定されたら

ＵＰ！！

ＵＰ！！ ＵＰ！！

４月１日から

補助率と補助限度額が

変わります

民間住宅耐震対策支援
～補助率・補助限度額が
　　　　　　変わります～

開庁します 年度末・年度初めの日曜日

わが家の耐震、大丈夫ですか？

　●耐震診断……補助率　３分の２から１０分の９に上がります

　　　　　　　　限度額　６万円から９万円に上がります

　●耐震改修……限度額　６０万円から９０万円に上がります
　家の耐震が気になった

ら、まずは耐震診断を！

　申請手続きも簡単にな

りましたので、ぜひ一度

相談してください。

問い合わせ先
　建築課（豊浜支所内）

　　　　☎５２−１２１１

耐震診断
耐震改修

（実施設計費を含む）

補助率

補助対象費の２分の１

補助額

　最大９０万円

　（これまでは６０万円）

補助額

　最大９万円

　（これまでは６万円）

補助率

　補助対象費の１０分の９

　（これまでは３分の２）
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ボランティア団体を　　　　します

新庁舎建設に伴う進入口の
通行止めのお願い

ボランティア団体を　　　　します応 援

　新庁舎の建設に伴い、市民会館の解体工事と下水

道管等の迂回工事が始まります。工事期間中は、市

役所への進入口が２カ所通行できなくなります。ご

迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いし

ます。

問い合わせ先
市民課市民生活係　☎２３−３９２４

対象事業
　平成２６年２月末日までに完了する、次の公益的

事業

○高齢者の福祉を増進する活動

○自然環境を守り育てる活動

○交流人口や定住人口の増加につながる活動など

（他の制度で補助金を受けているまたは受ける

予定の事業は対象外）

対象団体
　次の要件をすべて満たすこと

○構成員が１０人以上

○利益を目的としない

○市内に活動拠点がある

○会則等に基づき、地域に根ざした活動を市内で

継続して行っている

○政治活動や宗教活動を目的にしない

助成額
　補助対象経費の５０％（上限２０万円）

受付期間
　４月８日（月）～２６日（金）午前８時３０分～午後５時

　（土・日曜日を除く）

申し込み
　申請を希望する団体は、事前に相談してください。

　申請後、書類とプレゼンテーションにより活動の

公益性や継続性などを審査し、助成団体を決定しま

す。

平成２５年度市民団体等活動促進事業

通行止めの期間
　■市民会館横進入口

　　　４月１日（月）～８月３０日（金）

　■市庁舎横進入口

　　　５月１日（水）～８月３０日（金）

建築課
☎５２−１２１１（豊浜支所内）

観音寺市民会館解体工事のため
４月１日（月）～８月３０日（金）
　　　　が通行止めになります

下水道管等迂回工事のため
５月１日（水）～８月３０日（金）
　　　が通行止めになります

コンビニ 銀行

銀行飲食店

観音寺市役所 社会福祉
センター

中　央
公民館

駐車場

消防本部
南消防署 三観広域

防災センター

観 音 寺
市民会館

一の谷川

工事範囲

中
央
図
書
館

商
工
会
議
所保健

センター

働く婦人
の家
共同福祉
施設

ドラッグストア

電 算
センター

銀行観音寺中央高等学校
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４月１日から市の組織が変わります
電話番号が変更になる部署もありますので、注意してください。

課・係名 課・係名 電話番号

生活環境課 環境保全係

生活環境課

環境保全係

２５−２６９８
廃棄物対策室

計画係
廃棄物対策係

業務係

燧望苑（斎場） 施設係 燧望苑（斎場） 施設係 ６７−５６５０

変更前の計画係と業務係の業務は、廃棄物対策係
で行います。

農林水産課

農林係

農林水産課

農林畜産係
５４−５７０１畜産係

水産係 水産係

土地改良係 土地改良係 ５４−５７０３

変更前の農林係と畜産係の業務は、農林畜産係で
行います。

競輪事業局

庶務係

競輪事業局 管理係 ２５−１７１１事業係

管理係

都市整備課

都市計画係

都市整備課

都市計画係
２３−３９１８公園緑地係

企業立地推進係 企業立地推進係

住宅係 住宅係 ２３−３９５５

変更前の公園緑地係の業務は、都市計画係で行い
ます。

教育総務課
庶務係

教育総務課
庶務係

５４−５７０７
施設係

施設係学校等再編対策室

市民会館　　 市民会館係 学校等再編対策室

水道局工務課

計画係

水道局工務課
工務係

２５−５２４１給水係

浄水係 浄水係

変更前の計画係と給水係の業務は、工務係で行い
ます。

変 更 前 変 更 後

　ま
ち
づ
く
り
の
基
本
原
則
を

具
体
化
し
た
も
の
が
、
ま
ち
を

創
造
す
る
仕
組
み
で
す
。
今
回

も
、
そ
の
中
の
２
つ
の
論
点
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
他
市
の

条
例
を
参
考
に
、
本
市
の
条
文

に
つ
い
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ

い
。

④
説
明
責
任

　説
明
責
任
は
、
市
民
と
の
協

働
や
情
報
の
共
有
化
を
進
め
る

上
で
前
提
と
な
る
制
度
で
、
自

治
基
本
条
例
の
重
要
規
定
の
一

つ
で
す
。
市
民
か
ら
の
信
託
を

受
け
る
行
政
や
議
会
は
も
ち
ろ

ん
、
行
政
か
ら
支
援
を
受
け
て

い
る
新
し
い
公
共
と
言
わ
れ
る

市
民
活
動
団
体
等
も
、
同
様
の

責
任
を
負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
説
明
責
任
）

第
○
条

　市
は
、
政
策
の
立
案

か
ら
実
施
、
評
価
に
至
る
ま
で
、

そ
の
経
過
や
内
容
、
目
標
の
達

成
状
況
等
を
市
民
に
分
か
り
や

す
く
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

⑤
評
価

　評
価
と
は
、
政
策
に
つ
い
て

あ
ら
か
じ
め
設
定
し
た
基
準
や

指
標
に
照
ら
し
て
、
そ
の
達
成

度
や
成
果
、
執
行
状
況
の
妥
当

性
を
判
定
す
る
も
の
で
す
。
仕

事
の
効
率
化
や
再
編
・
活
性
化

の
た
め
に
行
い
、
議
会
や
市
民

活
動
団
体
の
活
動
も
評
価
の
対

象
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
評
価

の
結
果
は
、
政
策
等
に
反
映
さ

せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
行
政
評
価
）

第
○
条

　市
は
、
総
合
計
画
等

の
重
要
な
計
画
、
予
算
、
決
算
、

事
務
内
容
に
つ
い
て
評
価
を
実

施
す
る
。

２

　市
は
、
前
項
の
評
価
の
結

果
を
分
か
り
や
す
く
市
民
に
公

表
し
、
政
策
及
び
事
務
執
行
に

反
映
す
る
も
の
と
す
る
。

３

　前
２
項
の
評
価
は
、
常
に

最
善
の
方
法
で
行
う
よ
う
改
善

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　次
回
は
⑥
参
加
の
権
利
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。

自
治
基
本
条
例
の
制
定
に
む
け
て
⑫

～
ま
ち
を
創
造
す
る
仕
組
み
～

企
画
課

　☎
２３
ー
３
９
１
７



14

市 民 講 座受講生募集 平成25年度

開講期間 ５月７日（火）～７月２７日（土）

対 象 市内在住の社会人または市内に勤務する人

全講座とも初心者を優先

申し込み状況によって市外の人も受け付けます。

受 講 料 １講座２，５００円（申し込み後の返却は不可）

注 意 申し込みが１０人未満の講座は、開設できません。

受付期間 ４月１０日（水）～２５日（木）　午前９時～午後５時

（土・日・月曜日は除く）

ただし、１０日（水）～１２日（金）は午前９時～午後７時

受付期間中でも、定員になり次第締め切ります。

○パンフレットは、観音寺市中央公民館、大野原・豊浜・各地区
公民館、市役所ロビー、中央図書館にあります。

○市民講座以外にも、俳句や短歌、手描友禅などの自主グループ
が活動しています。

受付場所 観音寺市中央公民館

（電話での申し込みは不可）

中央＝観音寺市中央公民館　共同＝共同福祉施設  婦人＝働く婦人の家　材＝材料費   用＝用具代　テ ＝テキスト代

観音寺市中央公民館　☎２３−３９４４

初心者ダンベル体操

着物着付

皮革工芸

トールペインティング

絵手紙

いきいきコーラス教室

初心者書道教室

押し花

くらしの作法

ちぎり絵

クラシック音楽

陶芸教室

油　絵

マジック教室

中国伝統呉式太極拳

かな書道

ジャズダンス

ピアノ教室

民　謡

篆刻（てんこく）

火曜日
１０：００～１１：００
４０人
共同　軽運動室
伊藤　みか　先生

木曜日
１９：００～２１：００
２５人
婦人　第２・３講習室
小笠原　敏代　先生

土曜日
１４：００～１６：００
１５人
中央　実験実習室
石井　紀子　先生
　２，３００円（初心者）
　 実費

火曜日
１９：００～２１：００
１５人
婦人　第１講習室
高橋　かをり　先生
　３，５００円（初心者）
　 実費

火曜日
１０：００～１2：００
２０人
婦人　第１講習室
藤原　英子　先生
用　　　  11,000円（初心者）   

金曜日
１０：００～１２：００
３０人
共同　軽運動室
宝田　章江　先生
テ １，４００円

土曜日
１４：００～１６：００
２０人
中央　第２講義室
石川　義象　先生
テ 材 ２，３００円

水曜日
１３：３０～１５：３０
２０人
婦人　第１講習室
佐川　智子　先生
材 実費

火曜日
１３：３０～１５：００
１５人
婦人　第１講習室
紫和　順子　先生
材　　　 １，０００円

金曜日
１３：３０～１６：００
２０人
婦人　第１講習室
鰆目　慶子　先生
材 １，１００円

土曜日
１４：００～１６：００
４０人
婦人　第１講習室
桧山　浩介

（山口　勗）

水曜日
１９：００～２１：３０
１６人
中央　実験実習室
石川　久夫　先生
材 ２，５００円

火曜日
１９：００～２１：００
２５人
共同　展示ホール
福田　透　先生
     ３，０００円（初心者）   
         ５００円（経験者）

金曜日
１９：３０～２１：００
２０人
婦人　第２・３講習室
三野　優　先生
　３，０００円（初心者）  
　　　  実費（経験者）

土曜日
１９：００～２１：００
５０人
共同　軽運動室
近井　昭博　先生
テ ４００円（初心者）

水曜日
１９：００～２１：００
２０人
婦人　第１講習室
則包　豊舟　先生
材 ５００円（初心者）

火曜日
１９：３０～２１：００
２５人
共同　軽運動室
生駒　幸子　先生

隔週金曜日
１９：００～２１：００
１６人
共同　軽運動室
山本　悠祐　先生
テ 実費

土曜日
１９：００～２１：００
３０人
婦人　第１講習室
阿部　桑佑　先生

第２・第４木曜日
１３：００～１５：００
２５人
婦人　第１講習室
黒田　九華　先生
用　　　  約10,000円（初心者）

材

用
材

材

材

用 先生
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男
女
共
同
参
画

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て

　市
で
は
「
男
女
が
と
も
に
認

め
合
い
、
と
も
に
支
え
合
う
ま

ち
」
を
基
本
理
念
に
掲
げ
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
意
見
や
提
言
を

踏
ま
え
て
、
市
民
と
行
政
が
協

働
で
、
平
成
２１
年
３
月
に
「
観

音
寺
市
男
女
共
同
参
画
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　計
画
の
期
間
は
平
成
２１
年
度

か
ら
平
成
３０
年
度
ま
で
の
１０
年

間
。
男
女
共
同
参
画
の
ま
ち
づ

く
り
を
総
合
的
・
計
画
的
に
推

進
す
る
た
め
の
基
本
的
な
計
画

で
、
４
つ
の
基
本
目
標
と
１１
の

重
点
目
標
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

　今
年
度
は
、
こ
の
計
画
が
策

定
さ
れ
て
５
年
目
に
あ
た
り
、

平
成
２６
年
度
か
ら
平
成
３０
年
度

ま
で
の
５
年
間
に
取
り
組
ん
で

い
く
内
容
に
つ
い
て
見
直
す
年

で
す
。
計
画
が
策
定
さ
れ
て
か

ら
の
４
年
間
で
男
女
を
取
り
巻

く
環
境
や
、
家
庭
や
仕
事
で
の

役
割
な
ど
は
大
き
く
変
化
し
て

き
て
い
ま
す
。
実
情
に
合
っ
た

計
画
に
見
直
す
こ
と
で
、
男
女

共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け

た
動
き
を
よ
り
一
層
力
強
い
も

の
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。　計

画
や
活
動
内
容
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
企
画
課
で
冊
子
も
配

布
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
人
に
、

こ
の
計
画
を
知
っ
て
も
ら
い
、

関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

や
啓
発
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.city

.k
a
n
o
n
ji.

k
a
g
a
w
a
.jp
/

市
政
→
ま
ち
づ
く
り
→
男
女
共

同
参
画
→
観
音
寺
市
男
女
共
同

参
画
計
画

企
画
課
男
女
共
同
参
画
推
進
室

　☎
２３

−

３
９
１
７

おめでとう
　　　ございます

平成２４年度
　　人権作品優秀賞

紀伊小学校６年
小出マリンさん

中部中学校３年（平成 24 年度）
大谷　晃介さん

正
し
い
認
識
で
明
る
い
社
会
を

市
民
の
人
権
・
同
和
に
関
す
る
意
識
シ
リ
ー
ズ

　
　
　
　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
人
権

な
情
報
、
う
わ
さ
を
書
き
込

ん
だ
場
合
、
そ
の
情
報
が
正

し
い
も
の
と
し
て
広
ま
っ
て

し
ま
い
、
想
像
も
し
な
い
結

果
を
招
い
て
し
ま
う
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

○

住
所
や
電
話
番
号
等
の
個
人

情
報
は
書
き
込
ま
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　利
用
者
一
人
ひ
と
り
が
、
ル

ー
ル
や
モ
ラ
ル
を
守
り
、
人
権

を
尊
重
す
る
気
持
ち
を
持
っ
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に

よ
り
、
私
た
ち
は
多
く
の
情
報

に
容
易
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
利
用

人
口
は
約
９
、
６
１
０
万
人
（
平

成
２３
年
末
、
内
閣
府
調
査
）、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
た

り
ブ
ロ
グ
を
作
成
し
た
り
、
あ

る
い
は
掲
示
板
に
書
き
込
む
こ

と
に
よ
り
、
自
ら
情
報
を
発
信

し
た
り
、
意
見
表
明
を
行
う
こ

と
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。　し

か
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
、
匿
名
に
よ
る
書
き
込
み

が
可
能
な
こ
と
を
悪
用
し
て
、

個
人
の
名
誉
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

を
侵
害
し
た
り
、
差
別
を
助
長

し
た
り
す
る
表
現
な
ど
、
人
権

に
か
か
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す

る
と
き
は
、
人
権
侵
害
を
起
こ

さ
な
い
た
め
に
も
、
次
の
よ
う

な
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○

相
手
の
立
場
を
考
え
、
相
手

と
話
し
て
い
る
つ
も
り
で
、

表
現
や
言
い
回
し
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

○

差
別
的
な
こ
と
を
書
き
込
む

こ
と
は
、
現
実
の
社
会
と
同

様
に
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

○

事
実
で
な
い
こ
と
や
不
確
か
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芸術祭通信
　　 vol.11

商工観光課
☎２３−３９３３

募集

募集

　伊吹島で芸術祭が開催される期間中、観音寺市内でボランティア

スタッフとして活動してくれる人を募集します。

　芸術祭を市内で盛り上げる自主的なイベントや地域づくり活動をする

事業に補助をします。

対象事業

・観光ＰＲ事業／芸術祭を盛り上げ、来訪者を楽しませ、市をＰＲする事業

・地域活性化事業／芸術祭を盛り上げるイベントの開催により地域活性化が図られる事業

・その他、芸術祭の活性化に資する事業

補助の内容等
補助対象経費の３分の２以内で、１事業３０万円を上限に補助をします。

（詳しくは、市ホームページまたは観音寺市実行委員会に確認してください）

応募資格

下記の要件を満たす非営利団体（政治活動、宗教活動を目的とする団体は除く）

・活動を自主的に行っているまたは、行う見込みがあるもの

・市内に活動拠点を有し、イベント等の活動を主に市内で行うもの

・構成員が１０人以上

申し込み・　

問い合わせ先

　商工観光課や各支所、市ホームページにある応募書類を下記へ郵送または持参してくだ

さい。（受付期間：４月１日（月）～２２日（月））

　　　〒７６８−８６０１　（住所記載不要）

　　　瀬戸内国際芸術祭　観音寺市実行委員会（商工観光課内）

　　　☎２３−３９３３　　Ⓕ２３−３９２０

※受け付け後、書類とプレゼンテーション等の審査を行い、事業を決定します。

　３～４事業を採択する予定です。

活動期間
７月２０日（土）～９月１日（日）のうち、可能な日時

午前（８：３０～１３：００）　　午後（１３：００～１７：００）

活動内容

・ＪＲ観音寺駅構内での来場者サポート（無料送迎バスへの誘導、市内案内など）

・イベント会場となるＪＡ観音寺町支店周辺での誘導（交通整理、誘導、会場案内など）

　（事前の説明会で活動内容等の資料を渡します）

募集人数 ３５０人程度

条　　件

・平成２５年４月１日現在で満１５ 歳以上（高校生は学校を通じて募集）

・業務にあたり、観音寺市実行委員会及びボランティアマニュアルや連絡事項等を遵守す

ること

・国籍や居住地は不問ですが、日本語での日常会話ができること

待 遇 等
・活動は無償、交通費や飲食費などは個人負担

・ボランティア保険が適用されます（個人負担なし）

申し込み・　

問い合わせ先

　商工観光課や各支所、市ホームページにあるボランティア登録用紙を下記へ郵送または

ＦＡＸ、電子メールで申し込んでください。（受付期間：４月１日（月）～ ５月３１日（金））

　　　〒７６８−８６０１　（住所記載不要）

　　　瀬戸内国際芸術祭　観音寺市実行委員会（商工観光課内）

　　　☎２３−３９３３　　　Ⓕ２３−３９２０

※伊吹島内でボランティアをしたい人は、「瀬戸内国際芸術祭サポーターこえび隊」に登録してください。

　こえび隊の申し込み・問い合わせ先

　　特定非営利活動法人瀬戸内こえびネットワーク　☎０８７−８１３−１７４１

　　ホームページ　http://www.koebi.jp/

①観音寺市実行委員会ボランティア

②瀬戸内国際芸術祭地域活性化イベント推進補助事業
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　中山フサヱさん（西本町）と薦田キクヱさん（豊浜
町）が百歳を迎え、市長がお二人を訪問して長寿をお
祝いしました。中山さんは、毎日散歩を続けて元気そ
のもの。新聞のパズルゲームで頭の体操も欠かしませ
ん。うれしそうに家族で記念写真におさまっていまし
た。

２月１４日に百歳を迎えた中山フサヱさん ３月１０日に百歳を迎えた薦田キクヱさん

　約２２０人が参加し、市立総合体育館でなわとび大会
がありました。前とびや二重とびなどの時間を競う個
人の部では、集中力を切らさないように、表情は真剣
そのもの。長なわとびや８の字とびの回数を競う団体
の部では、全員の呼吸をそろえて懸命に記録に挑む姿
が、みんなに感動を与えてくれました。

　昭和４５年から多くの市民に親しまれ閉館を迎える市
民会館中ホールで、障がいがある人たちに、音楽を通
じて勇気を持ち元気で頑張ってもらおうと、３ＮＰＯ
法人がテャリティーライブを企画。趣旨に賛同したた
くさんの人が参加、会場は温かい雰囲気に包まれまし
た。会費は、募金として福祉活動に役立てられます。

百歳のご長寿、おめでとうございます

目指せ　なわとびチャンピオン

みんなで頑張ろうとライブを開催

24
2

2
3

　また、薦田さんは少し足が不自由ですが、お嫁さん
と一緒に、車いすで散歩するのを楽しみにしています。
親族に囲まれ、元気で百歳を迎えられた喜びを、気持
ちを込めて話していました。お二人とも、いつまでも
お元気でお過ごしください。３月１０日現在、市内で百
歳以上の方は男性３人、女性３２人です。

　観音寺市国際交流協会が主催した「東日本復興チャ
リティー　千の音色でつなぐ絆コンサート・講演」。
津波被害に遭った廃材の木などから作ったバイオリン
を世界中の奏者千人が引き継ごうというもので、バイ
オリンの優しい音色と共に、約４５０人の観客一人ひと
りが被災地に温かい思いを寄せました。

　「東日本大震災を忘れない」と題して、震災から２カ
月後、そして半年後に被災地を訪ね撮影した写真や、
消防署や警察署などから提供のあった写真を市役所ロ
ビーに展示しました。津波で陸に打ち上げられた船や
横転した車、がれきなど、現地の惨状を語る一枚一枚
の写真を見つめながら、来庁者は風化しがちな防災へ
の意識を新たにしていました。

被災地に思いをはせて

大震災の写真から学ぶ防災

28
2

11〜253
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石 川 藍
あい

浬
り

ちゃん

父 雅也さん    母 久美子さん
（吉岡町）

 

 

　 鍋 純
じゅん

和
な

ちゃん

父 和明さん　   　母 純子さん
（本大町）

福 田 桜
さくら

子
こ

ちゃん
父 宣文さん　 　母 晃子さん

（西本町）

今 村 隆
りゅう

希
き

ちゃん

父 英則さん　   　母 香澄さん
（大野原町中姫）

 
 

豊 澤 快
かい

都
と

ちゃん

父 通夫さん　　 母 麻穂さん
（粟井町）

平 口 空
くう

澄
と

ちゃん

父 勝也さん  　母 加奈子さん
（村黒町）

満１歳の子どもを募集
　４月１日から４月30日まで ７月生ま
れの子どもを募集します。ただし、応
募多数の場合は先着順になります。

平成２4 年 4 月生まれ

み
ん
な
の
輪

手
話
サ
ー
ク
ル
ひ
ま
わ
り

　
　
　
　
　
　
楽
し
く
手
話
で
交
流

　昭
和
５０
年
代
、
西
讃
で
初
の

手
話
グ
ル
ー
プ
と
し
て
始
ま
っ

た
「
手
話
サ
ー
ク
ル
ひ
ま
わ
り
」。

発
足
当
初
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
も

含
め
、
現
在
は
１８
人
が
毎
週
火

曜
に
勉
強
会
や
交

流
会
を
し
て
い
ま

す
。
毎
週
活
動
し

て
い
る
た
め
、
行

け
ば
仲
間
に
会
え

る
と
い
う
安
心
感

が
あ
り
、
み
ん
な

と
の
お
し
ゃ
べ
り

は
大
き
な
楽
し
み

の
一
つ
で
す
。

　勉
強
会
で
は
、

ニ
ュ
ー
ス
や
普
段

の
生
活
の
中
で
分

か
ら
な
い
言
葉
や

新
し
い
言
葉
を
、

み
ん
な
で
学
び
ま

す
。
ま
た
、
手
話

に
は
「
ず
き
ず
き
」
や
「
し
く

し
く
」
な
ど
の
擬
態
語
が
な
い

た
め
、
ど
の
よ
う
に
表
現
す
れ

ば
よ
り
細
か
く
伝
わ
る
の
か
、

ろ
う
あ
者
の
人
た
ち
と
確
認
し

合
い
ま
す
。

　時
に
は
、
手
話
で
か
る
た
取

り
や
す
ご
ろ
く
を
し
て
交
流
し

た
り
、
研
修
旅
行
に
行
っ
た
り

も
し
ま
す
。
テ
キ
ス
ト
で
覚
え

る
の
で
は
な
く
、
実
際
に
人
と

交
流
し
て
楽
し
み

な
が
ら
覚
え
る
こ

と
が
大
切
と
話
し

ま
す
。

　手
話
は
特
別
な

も
の
で
は
な
く
、

日
本
語
や
英
語
と

同
じ
よ
う
に
一
つ

の
言
語
で
す
。
け

れ
ど
、
手
話
の
普

及
や
認
知
は
、
日

本
で
は
ま
だ
ま
だ

不
十
分
。
社
会
の

ど
こ
で
も
手
話
が

使
え
て
理
解
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に

な
る
こ
と
を
、
ひ

ま
わ
り
の
皆
さ
ん
は
強
く
願
っ

て
い
ま
す
。

　手
話
に
興
味
が
あ
り
、
一
緒

に
活
動
を
し
た
い
人
は
、
社
会

福
祉
協
議
会
（
☎
２５

−

７
７
７

３
）
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

「Ｉ Ｌｏｖｅ Ｙｏｕ」の手話で写真撮影
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はだしで有明浜を歩こう

５月２日（木）午前９時から

有明浜グラウンド休憩所

約３㎞のウオーキング、珍しい海浜植物の観察や話

飲み物、タオル、帽子、履物を入れる袋、「ふる里探

検隊」の冊子を持参

４月１９日（金）まで

　保健センター　☎２３−３９６４

●腎臓病教室

腎臓の働き／腎臓病に使われるお薬

４月１８日（木）午後３時３０分～午後５時

●夜間糖尿病教室

糖尿病について正しく知ろう

４月１１日（木）午後６時～午後７時

　試食会①＝糖尿病食を食べてみよう

　実費６００円

●男性の調理実習

４月３日（水）午前１０時～午後零時３０分

　試食会＝おそう菜の選び方・アレンジ方法

　実費６００円

　各教室とも予約が必要

　　三豊総合病院企業団健康管理センター

　　　　　　　　　　　　　☎５２−２７２６

健康
だより

麻しん風しん（ＭＲ）混合予防接種

がん検診を受けましょう

４ 月 の 日 程 表

健康づくり　ふる里探検ウオーキング

三豊総合病院健康教室

　麻しん（はしか）は感染力が大変強い感染症です。

対象者には予診票を郵送しています。体調を整えて早

めに接種しましょう。

市内に住民票があり、次に該当する人

１期＝１歳以上２歳未満

２期＝平成１９年４月２日～平成２０年４月１日生まれ

　保健センター　☎２３−３９６４

　年に一度はがん検診を受けましょう。まだ申し

込んでいない人は、問い合わせてください。

子宮がん、胃がん、乳がん、大腸がん、肺がん

・結核

子宮がん＝２０歳以上

胃がん、乳がん、大腸がん、肺がん＝４０歳以上

結核＝６５歳以上

胃がん、乳がん検診は時間予約制のため、事前

の申し込みが必要です。

子宮・乳がんは２年に一度の検診です。平成２４

年度に受けた人は受けられません。

５月、６月、７月にも検診を予定しています。

　保健センター　☎２３−３９６４

肺がん・結核検診

受付日時 場所

２日
（火）

９：００～１０：００ ＪＲ豊浜駅

１０：３０～１１：００ 長谷公民館

１３：００～１５：３０ 豊浜福祉会館

３日
（水）

９：３０～１０：３０ 豊浜西部集会所

１１：００～１１：３０ 箕浦自治会館

１３：００～１５：３０ 豊浜公会堂

４日
（木）

９：３０～１１：３０ 豊浜南部集会所

１３：３０～１４：００ 大平木公民館

１４：３０～１５：３０ 豊浜福祉会館

５日
（金）

１０：００～１０：３０ 農協田野々集荷場

１１：００～１１：２０ 海老済集会場

１３：３０～１５：３０ 農協萩原支所

８日
（月）

９：３０～１１：００ 大野原いきいきセンター

１３：００～１４：００ 農協五郷支所

１４：３０～１５：３０ 萩のふるさと会館

９日
（火）

９：００～１０：００ 安井公民館

１０：３０～１１：３０ 大野原会館

１３：３０～１５：３０ 中姫ふれあい会館

１０日
（水）

９：３０～１１：００ 雇用促進住宅大野原宿舎

１３：００～１４：００ 花稲研修センター

１４：３０～１５：３０ 中林集会場

１１日
（木）

９：００～１０：１０ 白坂公民館

１０：４０～１１：３０ 石砂集会場

１３：３０～１５：００ 農協紀伊支所

１２日
（金）

９：３０～１１：３０
大野原いきいきセンター

１３：００～１５：００

子宮がん・胃がん・乳がん・大腸がん検診

受付日時 場所

２２日
（月）

～

２５日
（木）

　８：３０～　９：３０　（乳がん）
　８：３０～１１：００　（胃がん）
　８：３０～１１：００（大腸がん）
１３：３０～１４：３０（子宮がん）

大野原いきいき
センター

２６日
（金）

　８：３０～１１：００　（胃がん）
　８：３０～１１：００（大腸がん）

平成２５年度の対象者

問

時

時

時

時

所

内

内

対

注

問

内

内

料

料

注

申問

受

申

日時 場所 内容

対象 受付期間料金料

問合先申込先 注意注

注
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問合先申込受付期間料金料 注意注持参物持

　住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
を
設
置
す
る
人
に
、
補
助
を

し
ま
す
。

太
陽
電
池
出
力
１
キ
ロ
ワ
ッ

ト
５
万
円
（
上
限
２
キ
ロ
ワ

ッ
ト
１０
万
円
ま
で
）

自
ら
居
住
し
、
ま
た
は
居
住

し
よ
う
と
す
る
市
内
の
住
宅

に
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
人

４
月
１
日
（
月
）
か
ら

商
工
観
光
課
商
工
係

　
　
　
　☎
２３

−
３
９
３
３

　高
齢
者
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
深
め
、
仲
間
づ
く
り
や

生
き
が
い
づ
く
り
が
で
き
る
よ

う
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
入
浴
券

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　交
付
枚
数
は
月
割
り
の
た
め
、

早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

共
楽
湯
、
萩
の
湯

年
間
４８
枚
（
月
４
枚
が
限
度
）

市
内
に
住
所
が
あ
る
６５
歳
以

上
の
人

入
浴
券
１
枚
に
つ
き
１
０
０

円
を
市
が
助
成
（
残
金
は
自

己
負
担
）

本
人
以
外
は
使
用
不
可

印
鑑
と
本
人
確
認
が
で
き
る

も
の
（
保
険
証
な
ど
）
を
持

参
し
て
、
次
の
窓
口
で
申
請
。

社
会
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

／
大
野
原
支
所
／
豊
浜
支
所

社
会
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

　
　
　
　☎
２３

−

３
９
６
８

　４
月
か
ら
、
坂
本
町
、
茂
木

町
、
昭
和
町
お
よ
び
柞
田
町
の

一
部
が
処
理
区
域
に
な
り
ま
す
。

処
理
区
域
に
な
っ
た
地
域
で
は
、

下
水
道
法
で
３
年
以
内
に
く
み

取
り
式
ト
イ
レ
か
ら
水
洗
ト
イ

レ
に
改
造
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　家
庭
雑
排
水
や
汚
れ
た
水
を

そ
の
ま
ま
川
や
海
へ
流
す
と
水

質
汚
濁
等
の
原
因
に
も
な
る
た

め
、
早
め
に
下
水
道
へ
接
続
し

て
く
だ
さ
い
。
下
水
道
は
、
私

た
ち
の
健
康
で
快
適
な
生
活
を

支
え
る
重
要
な
施
設
で
す
。
今

後
も
下
水
道
整
備
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご

理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

処
理
区
域
に
つ
い
て
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

下
水
道
課
☎
２５

−

６
８
９
０

　国
民
健
康
保
険
税
は
、
世
帯

主
と
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
の
所
得
な
ど
を
基
に
計
算
し

ま
す
。
そ
の
た
め
、
収
入
が
な

い
人
（
被
扶
養
者
は
除
く
）
も
、

収
入
な
し
の
申
告
が
必
要
で
す
。

申
告
を
し
て
い
な
い
た
め
所
得

状
況
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、

国
民
健
康
保
険
税
が
減
額
に
な

る
世
帯
で
も
、
減
額
さ
れ
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　税
務
課
市
民
税
係

　
　
　
　
　☎
２３

−

３
９
２
２

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

　
　
い
る
世
帯
の
皆
さ
ん
へ

広
が
り
ま
す

　
下
水
道
の
処
理
区
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
入
浴
券
を

　
　
　
　
　
交
付
し
ま
す

住
宅
用
太
陽
光
発
電

　
　
シ
ス
テ
ム
補
助
金

入
浴
券
利
用
可
能
施
設

お
知
ら
せ

補
助
金
額

　全国規模の大会等において
３位相当以上の成績をおさめ
た皆さんに、市長表彰を行い

ました。
　　　　　　　　　　　　　（敬称略、順不同）

○織田志穂（笠田高等学校）
○竹安あかね（観音寺第一高等学校）
○三宅功朔（観音寺第一高等学校）
○石川明斗（観音寺中央高等学校）
○観音寺中央高等学校３年
　「ファッションコーディネート」選択者１１人
○田渕雅俊（三豊工業高等学校）
○細川和輝（三豊工業高等学校）
○井上未海（萩原小学校）
○安藤舞香（一ノ谷小学校）
○安藤直斗（一ノ谷小学校）
皆さんの成績等は、市ホームページ「とぴっく」
に掲載しています。

４月１０日は「交通事故死ゼロを目指す日」

○自転車も交通ルールとマナーを守る

○すべての座席のシートベルトとチャイルドシ

ートの正しい着用を徹底する

○飲酒運転は絶対にしない

○交差点では必ず徐行し、安全確認を徹底

市内の交通事故　１／１〜２／２８

発生件数 ８１件 （ ８ ８ 件 ）
死者数 １人 （ ２ 人 ）

負傷者数 ８７人 （１０２人）
（　）内は昨年

市民課市民生活係　☎２３−３９２４

４月６日（土）～１５日（月） 市長から表彰状を
　　贈呈しました

子どもと高齢者の交通事故防止

春の全国交通安全運動

市
役
所
か
ら
の

お
知
ら
せ
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日時 場所 内容 対象 募集人数

　２
月
８
日
、
横
浜
市
中
央
卸

売
市
場
で
、
白
川
市
長
が
観
音

寺
市
産
青
果
物
の
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
を
行
い
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
香

川
県
三
豊
地
区
営
農
セ
ン
タ
ー

が
主
催
す
る
販
売
促
進
活
動
に

同
行
し
た
も
の
で
、
レ
タ
ス
や

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
セ
ル
リ
ー
、

青
ネ
ギ
な
ど
の
特
産
物
を
卸
売

業
者
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
取
引

懇
談
会
で
は
、
青
果
物
の
安
定

供
給
や
単
価
の
維
持
に
つ
い
て

意
見
交
換
も
行
い
ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
も
お
い
し
い
食
材

と
住
み
や
す
い
環
境
の
観
音
寺

市
を
、
各
地
へ
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

　農
林
水
産
課

　
　
　
　
　☎
５４

−

５
７
０
１

器
を
購
入
す
る
際
、
購
入
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　補
聴
器
を
購
入
す
る
前
に
、

助
成
の
申
請
が
必
要
で
す
。

所
得
制
限
あ
り

社
会
福
祉
課
障
が
い
者
福
祉
係

　
　
　
　☎
２３

−

３
９
６
３

　市
で
は
、
新
規
就
農
者
の
農

業
用
施
設
・
機
械
の
整
備
、
耕

作
放
棄
地
・
遊
休
地
対
策
、
有

害
鳥
獣
対
策
等
に
、
新
た
な
支

援
制
度
を
設
け
ま
し
た
。
他
に

も
、
国
や
県
の
補
助
事
業
の
メ

ニ
ュ
ー
（
農
業
用
機
械
・
施
設

の
整
備
、
耕
作
放
棄
地
対
策
、

新
規
就
農
者
支
援
、
集
落
営
農

支
援
等
）
も
あ
り
ま
す
。

　各
事
業
に
よ
っ
て
事
業
対
象

や
事
業
要
件
が
あ
り
ま
す
。
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　農
林
水
産
課

　
　
　
　
　☎
５４

−

５
７
０
１

　
　
　
　（
大
野
原
支
所
１
階
）

　平
成
２５
年
４
月
か
ら
、
難
病

等
の
対
象
疾
患
に
よ
る
障
が
い

が
あ
る
人
も
、
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
等
を
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ

ー
ビ
ス
や
短
期
入
所
、
日
常
生

活
用
具
の
給
付
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
希
望
す
る

人
は
、
証
明
書
等
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

社
会
福
祉
課
障
が
い
者
福
祉
係

　
　
　
　☎
２３

−

３
９
６
３

　４
月
か
ら
、
身
体
障
害
者
手

帳
の
交
付
対
象
に
な
ら
な
い
軽

度
・
中
等
度
の
難
聴
児
が
補
聴

生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
か
が
わ

　
　環
境
保
全
基
金
か
ら
寄
附

　平
成
１９
年
度
か
ら
毎
年
ご
寄

附
を
い
た
だ
き
、
こ
と
し
で
６

回
目
。
公
園
や
緑
地
に
植
栽
し
、

緑
化
推
進
に
役
立
て
ま
す
。

観
音
寺
市
産
の
青
果
物
の

　
販
売
促
進
を
目
指
し
て

農
業
に
新
し
く

支
援
策
が
で
き
ま
し
た

障
が
い
者
の
範
囲
に
難
病
等

　
　
　
の
人
が
加
わ
り
ま
す

助
成
し
ま
す

難
聴
児
の
補
聴
器
購
入
費
用

あ
り
が
と
う

　
　
　
ご
ざ
い
ま
し
た
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　２０
歳
に
な
る
と
、
学
生
も
国

民
年
金
へ
の
加
入
と
保
険
料
の

納
付
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　た
だ
し
、
在
学
中
の
保
険
料

を
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
後
払

い
で
き
る
「
学
生
納
付
特
例
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。
制
度
の
適

用
を
受
け
た
期
間
は
、
年
金
を

受
け
る
た
め
の
受
給
資
格
期
間

に
算
入
さ
れ
、
事
故
や
病
気
に

よ
る
障
害
、
死
亡
等
の
「
万
一

の
場
合
」
を
保
障
す
る
障
害
基

礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
に
備

え
る
こ
と
が
で
き
、
安
心
で
す
。

（
た
だ
し
、
老
齢
基
礎
年
金
は
、

受
給
資
格
期
間
に
は
算
入
さ
れ

ま
す
が
、
年
金
額
の
計
算
に
は

反
映
さ
れ
ま
せ
ん
）

　承
認
期
間
の
保
険
料
は
、
１０

年
以
内
で
あ
れ
ば
追
納
（
後
払

い
）
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
承
認
を
う
け
た
年
度
か
ら
３

年
度
目
以
降
に
追
納
す
る
場
合

は
、
経
過
期
間
に
応
じ
た
加
算

額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
）

大
学
、
専
門
・
各
種
学
校
な

ど
の
定
め
ら
れ
た
教
育
施
設

に
在
学
し
、
学
生
本
人
の
前

年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
人

住
民
票
が
あ
る
市
の
窓
口
で
、

学
生
証
や
年
金
手
帳
な
ど
を

持
参
し
て
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。

申
請
は
毎
年
度
必
要
で
す
。

４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で

（
前
年
度
に
承
認
を
受
け
て

い
る
人
も
、
今
年
度
も
再
度

申
請
が
必
要
）

市
民
課
市
民
係

　
　
　
　☎
２３

−

３
９
２
４

日
本
年
金
機
構
善
通
寺
年
金

事
務
所

☎
０
８
７
７

−

６
２

−

１
６
６
０

●

価
格
等
縦
覧
帳
簿

　土
地
や
家
屋
を
所
有
す
る
納

税
者
（
注
１
）
は
、
固
定
資
産

税
の
対
象
に
な
る
資
産
お
よ
び

市
内
の
類
似
す
る
土
地
や
家
屋

の
評
価
額
な
ど
を
縦
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
平
成
２４
年
中

に
新
・
増
築
し
た
家
屋
の
評
価

額
も
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　各
支
所
で
も
、
支
所
管
内
の

縦
覧
が
で
き
ま
す
が
、
評
価
額

な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
本
庁

税
務
課
で
対
応
し
ま
す
。

４
月
１
日
（
月
）
～
３０
日
（
火
）

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時

１５
分

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

税
務
課
、
各
支
所

印
鑑
と
本
人
確
認
が
で
き
る

も
の
（
納
税
通
知
書
、
運
転

免
許
証
な
ど
）

（
注
１
）
非
課
税
や
免
税
点
未
満

の
固
定
資
産
（
土
地
、
家
屋
）

だ
け
の
所
有
者
は
含
み
ま
せ

ん
。

●

固
定
資
産
課
税
台
帳

　４
月
１
日
（
月
）
か
ら
納
税
義

務
者
（
注
２
）
や
借
地
・
借
家

人
な
ど
が
閲
覧
で
き
ま
す
。

印
鑑
と
本
人
確
認
が
で
き
る

も
の
（
納
税
通
知
書
、
運
転

免
許
証
な
ど
）

借
地
・
借
家
人
な
ど
は
、
賃

貸
借
契
約
書
の
写
し
な
ど
の

権
利
関
係
が
確
認
で
き
る
も

の
も
必
要
。

代
理
人
が
縦
覧
も
し
く
は
閲

覧
を
す
る
場
合
は
、
本
人
の

委
任
状
が
必
要
。

（
注
２
）
納
税
義
務
者
と
は
、
固

定
資
産
（
土
地
、
家
屋
、
償

却
資
産
）
の
所
有
者
で
す
。

税
務
課
資
産
税
係

　
　
　
　☎
２３

−

３
９
２
２

固
定
資
産
税
の
縦
覧
・
閲
覧

国
民
年
金

　
学
生
納
付
特
例
制
度

食育コーナー 学校給食課　☎５７−６６６０

　平成２２年度に県内の児童・生徒を対象に行った食生活等
実態調査では、朝食を毎日食べている小学生は８８．３％（全
国３５位）、中学生は８３．５％（全国３１位）でした。朝食を全
く食べない子どもの割合は減少してきましたが、決して良
い数値ではありません。朝食をきちんと取ることが学力に
も関係することを、多くの研究者が明らかにしています。
　また昨年度発表された香川の野菜摂取量は、全国ランキ
ングでも最下位クラスでした。家庭での野菜摂取量不足が
いわれていますが、一日の始まりの朝食に、野菜のおかず
で栄養アップを目指しませんか。

みそ汁には野菜をたっぷり入れ、
納豆には、しらすやごまをプラス
果物も添えると栄養価がぐんとアップ！
　　　　　　　さらに野菜のおかずをもう１品

もう１品野菜のおかずで、栄養アップ！

❶菜の花はゆでて３センチくらいに切り、やさ
しく絞っておく。キャベツはゆでて１センチ
くらいに切り水気を絞る。

❷ハムは１センチ角に切る。トウモロコシは缶
から出して汁気を切っておく。

❸調味料を合わせて野菜と卵をあえて出来上が
り。

菜の花サラダ （給食の献立より）

菜の花…５０ｇ、キャベツ…１３０ｇ、トウモロコ
シ…３０ｇ、ハム…５０ｇ、卵（いり卵にする）…
１個、調味料（米酢…大さじ１／２、オリーブ
油…小さじ２、食塩・こしょう…少々）

（４人分）材　料

作り方

持持

承
認
期
間

お
知
ら
せ
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日時 場所 内容 対象 募集人数

３
人
以
内

４
月
１
日
（
月
）
～
１９
日
（
金
）

（
当
日
消
印
有
効
）

選
考
結
果
は
、
本
人
に
通
知

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
明

記
し
、
左
記
へ
郵
送
ま
た
は

持
参
（
応
募
用
紙
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
市
役
所

総
合
案
内
所
、
庁
舎
等
整
備

課
、
各
支
所
に
あ
り
ま
す
）

〒
７
６
８

−

８
６
０
１

（
住
所
記
載
不
要
）

観
音
寺
市
庁
舎
等
整
備
課

　
　
　
　☎
２３

−

３
９
５
１

　
　
　
　Ⓕ
２３

−

３
９
２
０

ch
o
u
sy
a
seib
i@
city
.k
a
n
o
n

ji.lg
.jp

企
画
課
、
各
支
所
に
あ
り
ま

す
）

〒
７
６
８

−

８
６
０
１

（
住
所
記
載
不
要
）

観
音
寺
市
企
画
課

　
　
　
　
　
　企
画
調
整
係

　
　
　
　☎
２３

−

３
９
１
７

　
　
　
　Ⓕ
２３

−

３
９
２
０

k
ik
ak
u
ch
o
sei@
city
.k
an
o
n

ji.lg
.jp

　新
市
民
会
館
の
管
理
お
よ
び

運
営
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
、

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

５
月
上
旬
か
ら
委
員
会
の
目

的
が
達
成
す
る
ま
で

本
市
に
在
住
し
、
無
償
で
夜

間
の
会
議
に
出
席
で
き
る
２０

歳
以
上
の
人
（
平
成
２５
年
５

月
１
日
現
在
）

　検
定
期
間
（
８
年
）
が
満
了

す
る
水
道
メ
ー
タ
ー
を
取
り
換

え
ま
す
。
取
り
換
え
作
業
は
、

市
指
定
の
水
道
工
事
事
業
者
が

行
い
ま
す
。
作
業
中
の
約
２０
分

間
は
水
道
が
使
え
ま
せ
ん
。

　ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

４
月
～
平
成
２６
年
１
月
の
間

無
料

水
道
局
監
理
課
業
務
係

　
　
　
　☎
２５

−

５
２
１
１

　本
市
の
交
流
人
口
の
増
加
策

や
定
住
対
策
に
つ
い
て
、
ご
協

力
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま

す
。本

市
に
在
住
し
、
無
償
で
夜

間
の
会
議
に
出
席
で
き
る
２０

歳
以
上
の
人
（
本
市
議
会
議

員
と
本
市
職
員
は
除
く
）

５
人
程
度

４
月
１
日
（
月
）
～
２２
日
（
月
）

（
当
日
消
印
有
効
）

選
考
結
果
は
、
本
人
に
通
知

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
左
記
へ
提
出
（
応
募

用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
市
役
所
総
合
案
内
所
、

観
音
寺
市
民
会
館

　
管
理
運
営
検
討
委
員

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
換
え

第
３
期
観
音
寺
市

交
流
定
住
促
進
会
議
委
員

料

委
嘱
期
間

えせ同和行為
に注意！

　同和問題を口実に、企

業や団体、個人に電話な

どで高額な書籍の購入や

寄附金・賛助金を要求す

る「えせ同和行為」が、

市内で多発しています。

　不当な要求には、き然

とした態度で断固として

拒否してください。「えせ

同和行為」が発生した場

合は、必ず人権課へ連絡

してください。

　県内で、高齢者を狙った還付金詐欺が多発して

います。

　公的機関を名乗り「医療費や保険料の還付があ

るので、銀行のＡＴＭに行ってほしい。連絡先の

０１２０−●●●−●●●に電話をしてほしい」

という電話がかかったことはありませんか？

　香川県後期高齢者医療広域連合や市役所の職員

が、医療費や保険料の還付金があるからと、スー

パーやコンビニのＡＴＭ（現金自動預け払い機）

での操作や、折り返しの電話を依頼することはあ

りません。すぐに手続きが必要と言われても、市

役所や広域連合に確認するなど、詐欺被害に遭わ

ないによう注意してください。

問い合わせ先
　健康増進課　☎２３−３９２７

　香川県後期高齢者医療広域連合事務局

　　　　　　　　　　　☎０８７−８１１−１８６６

●事例

　賃貸住宅を退去したが、敷金が返金されず、

さらに追加費用を請求された。
●アドバイス

　借り主には建物の原状回復義務がありますが、

通常の使用で生じた損耗の修繕費を負担する必

要はありません。

　退去する時は、家主や管理会社、仲介業者等

の立会いの下で部屋の現状を確認し、示された

原状回復費用の内訳について、家主に十分な説

明を求めましょう。また、トラブル防止のため、

契約時には退去時の原状回復の条件や費用負担

をしっかり確かめ、損耗などの状況を確認・記

録しておきましょう。

　西讃県民センター　☎２５−５１３５

　商工観光課商工係　☎２３−３９３３

くらしのワンポイントアドバイス

敷金返還のトラブル
振り込め詐欺かも…

「医療費や保険料の還付」

人権課

☎２３−３９２８

募
　集
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かんおんじまちあるき 参加者募集
●平有盛の足跡を追って

平家の里「五郷の有木」を歩く

　４月１４日（日）五郷ダム９：３０出発　　２０人
●漁師町観音寺を歩く

空洞化した住宅街にかかしを訪ねて歩く

　４月２０日（土）総合コミュニティセンター

　１１：００出発　　１５人
●琴弾公園ミステリースポット

琴弾山周辺の巨石などのミステリースポットを

巡り、パワーを感じよう

　４月２９日（祝・月）総合コミュニティセンター

　９：３０出発　　２０人
●水の郷五郷里山歩き

五郷の自然と歴史を訪ねよう

　５月１１日（土）五郷活性化センター１０：００出発

　２０人

　各コース１、０００円

　　観音寺市観光協会事務局　☎２４−２１５０

　市内では珍しい春のちょうさ祭り、豪華けん

らんなちょうさが桜の咲く参道を練り歩きます。

４月１４日（日）

午前１０時２０分から

高屋神社

商工観光課

☎２３−３９３３

　市のシンボル「寛永通宝」の中に入り、砂ざ

らえを体験しませんか。スコップなどの道具は

準備します。また、当日はうどんや抹茶のお接

待もあります。

４月２９日（祝・月）

午前９時から

商工観光課

☎２３−３９３３

高屋神社大祭

春季銭形砂ざらえ

美
し
い
夕
日
を
見
て
も
ら
お
う

と
、
写
真
展
を
開
催
し
ま
す
。

自
慢
の
夕
日
の
写
真
が
あ
る
人

は
、
ぜ
ひ
提
供
し
て
く
だ
さ
い
。

（
２
～
３
年
以
内
に
撮
影
さ
れ

た
作
品
に
限
る
）

　
　
　観
音
寺
西
公
民
館

　
　
　伊
吹
島
で
の
芸
術
祭

開
催
期
間
（
夏
会
期
）

４
月
１
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　６
月
３０
日
（
日
）

観
音
寺
市
観
光
協
会
（
総
合

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
）

に
持
参

観
音
寺
市
観
光
協
会
事
務
局

　
　
　
　☎
２４

−

２
１
５
０

４
月
７
日
（
日
）
午
前
９
時
～

各
自
で
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
開
始

萩
の
丘
公
園
事
務
所
前
駐
車

場
ス
タ
ー
ト
→
大
谷
池
遊
歩

道
→
五
郷
山
公
園
→
大
谷
池

遊
歩
道
→
萩
の
丘
公
園

（
約
４
㎞
）

申
し
込
み
は
不
要

悪
天
候
の
場
合
は
、
中
止
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

萩
の
丘
公
園
事
務
所
（
月
曜

休
み
）

　☎
５４

−

２
８
０
１
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４
月
１
日
（
月
）
～
１２
日
（
金
）

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時

１５
分
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

４
月
３０
日
（
火
）

午
前
１０
時
か
ら
公
開
抽
選

中
央
図
書
館
２
階
多
目
的
ホ

ー
ル

中
堅
所
得
者
向
け
空
き
家
住

宅
も
併
せ
て
募
集

　都
市
整
備
課
住
宅
係

　
　
　
　☎
２３

−

３
９
５
５

　脳
の
活
性
化
の
た
め
、
リ
ズ

ム
運
動
や
音
楽
で
身
体
や
頭
の

体
操
を
し
ま
せ
ん
か
。

５
月
～
平
成
２６
年
２
月
の
毎

月
原
則
第
１
金
曜
日

午
後
２
時
～
午
後
３
時
３０
分

観
音
寺
競
輪
場
／
大
野
原
い

き
い
き
セ
ン
タ
ー
／
豊
浜
公

会
堂

講
話
、
音
楽
、
運
動
、
園
芸

６５
歳
以
上
の
人

６０
人
（
申
し
込
み
が
必
要
）

無
料

４
月
１２
日
（
金
）
ま
で

（
随
時
受
け
付
け
も
可
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎
２３

−

３
９
６
８

　観
音
寺
市
国
際
交
流
協
会
で

は
、
姉
妹
都
市
米
国
ア
ッ
プ
ル
ト

ン
市
と
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

●
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
け
入
れ
家
庭

　青
少
年
ら
を
受
け
入
れ
て
く

れ
る
家
庭
を
募
集
し
ま
す
。

７
月
中
旬
～
下
旬
の
２
週
間

（
１
週
間
も
可
）

５
月
２４
日
（
金
）
ま
で

●

ア
ッ
プ
ル
ト
ン
市
で
の

　
　
　ホ
ー
ム
ス
テ
イ
参
加
者

７
月
下
旬
～
８
月
上
旬
の
２

週
間

市
内
の
中
学
生
や
高
等
学
校

に
通
う
学
生
、
大
学
生
、
一
般

５
人
程
度

（
応
募
多
数
の
場
合
は
選
考
）

２５
万
円
程
度

原
則
、
訪
問
者
の
受
け
入
れ

が
条
件

５
月
１７
日
（
金
）
ま
で

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
参
加
の
引
率

者
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

　秘
書
課
☎
２３

−

３
９
１
５

　瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
で
市
内

を
訪
れ
る
人
に
、
燧
灘
に
沈
む

ア
ッ
プ
ル
ト
ン
市

　
　
と
の
交
流
参
加
者

観
音
寺
市
か
ら
見
る

　
　
　
夕
日
の
写
真
展

桜
街
道
ま
っ
し
ぐ
ら

　
　
　
　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

市
営
住
宅
空
き
家
入
居
者

元
気
な
の
ぅ（
脳
）～
教
室

展
示
場
所

展
示
期
間

料

料

料

ス
ポ
ー
ツ

募
　集
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日時 場所 内容 対象 募集人数

４
月
２１
日
（
日
）
午
前
７
時
３０

分
～
受
け
付
け

財
田
川
河
川
敷
一
ノ
谷
コ
ー
ト

１
チ
ー
ム
２
人
（
監
督
含
む
）

男
女
・
年
齢
は
問
わ
な
い

１
人
７
０
０
円
（
参
加
賞
、

弁
当
、
お
茶
、
保
険
料
含
む
）

４
月
１２
日
（
金
）
ま
で

　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　☎
５４

−

５
７
１
３

　
　
　（
大
野
原
支
所
２
階
）

（
２
０
１
３
こ
ん
ぴ
ら
健
脚
大
会
）

４
月
２９
日
（
月
・
祝
）

午
前
８
時
受
け
付
け

午
前
８
時
２０
分
出
発

観
音
寺
市
役
所
→
三
豊
市
山

本
町
→
神
田
小
学
校
→
琴
平

町
高
燈と
う

籠ろ
う

（
約
２２
㎞
）

タ
オ
ル
、
弁
当
、
水
筒
、
雨

具
、
帰
り
の
交
通
費
な
ど

１
人
２
０
０
円

（
保
険
料
含
む
）

４
月
１８
日
（
木
）
ま
で

　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　☎
５４

−
５
７
１
３

　
　
　（
大
野
原
支
所
２
階
）

第
３８
回
市
民
健
脚
大
会

25

健
康
づ
く
り

第
１２
回
ペ
タ
ン
ク
大
会

図書館だよりLibrary News

日　時　　４月28日（日）
　　　　　午前10時〜正午
場　所　　中央図書館
　　　　　多目的ホール
対　象　　幼稚園児
　　　　　小学校低学年
参加費　　無料
　　　　　（申し込み不要）

★新設コーナー★
〜こどもの心をはぐくむ本〜

年齢別に紹介しています

中央図書館 ☎23−3960　大野原図書館 ☎54−5715　豊浜図書館 ☎52−1206

休館日　　　　　1・8・15・22・29日

★おはなし会 13日（土）　　　10：30〜11：30
大野原図書館

★おはなし会

★英語のおはなし会
★つぼみ愛書会
　剣持雅澄　著　　「連翹の島」（檸檬社）

６日（土）　　　13：30〜14：10
27日（土）　　10：30〜11：10
16日（火）　　11：00〜11：30
19日（金）　　13：30〜

中央図書館

豊浜図書館
６日（土）　　13：30〜14：30

20日（土）　　13：30〜14：00

23日（火）〜なくなり次第終了
23日（火）　　10：00〜10：40

23日（火）〜５月12日（日）

★工作教室
　パクパク人形をつくってあそぼう！
★おはなし会
　大型絵本「はらぺこあおむし」ほか
★「まちがいさがし」ミニブックの配布

★読書週間企画
　おひざに抱っこのおはなし会（乳幼児と保護者対象）
★企画展示
　世界の民話・昔ばなし

こども読書週間
４月２３日（火）～５月１２日（日）
「たくさん読んで大きくなあれ」工作や折り紙で

たのしもう！

こどものおすすめ本
　コーナー

おすすめ本

小さいときから
読書の喜びや楽しさを

テレビ放送スタートから 60 年！
懐かしい番組を一挙に紹介

「ＮＨＫ思い出テレビ 60 年」
ＮＨＫサービスセンター／編・発行

料

料

持

種　類 平成２４年 平成２５年 増　減

可燃ごみ 777.59 770.18 △ 7.41

新　　聞 24.96 25.80 0.84

雑誌・ざつ紙 29.89 24.07 △ 5.82

段ボール 15.94 13.80 △ 2.14

（単位：トン）ごみの収集状況（２月）

ス ポ ー ツ 行 事

月　日 行　　　　　事

４／６
第４８回市老連ゲートボール大会
８：００～／総合運動公園

７
第８回一道会ジュニア選手権大会
１０：００～／市立総合体育館

７・１４・２１
第１０回連盟杯争奪軟式野球大会
９：００～／総合運動公園

１４
香川県理事長杯バウンドテニス大会
９：００～／市立総合体育館

２０
観音寺市陸上競技選手権大会
９：００～／総合運動公園

２１
市長杯６人制女子バレーボール大会
９：００～／大野原会館

２８

第３５回観音寺市長杯テニス大会
　　（男子ダブルス・女子ダブルス）
８：３０～／総合運動公園
少林寺拳法香川県大会
１０：００～／市立総合体育館

２９
第８回観音寺市
　　　　　バドミントン選手権大会
８：３０～／市立総合体育館

５／３
第４４回香川県選手権大会（新体操）
８：３０～／市立総合体育館

３・４・５
四国近県高校選抜
　　　　　　ソフトテニス研修大会
８：３０～／総合運動公園

３・４
ちょうさ杯（サッカー）
９：００～／総合運動公園

５

西日本中央連携軸高校サッカー
　　　　　　　　　フェスティバル
９：００～／総合運動公園
第８４回市内卓球リーグ戦
９：００～／市立総合体育館

６
第２８回暁星杯高校ソフトテニス大会
９：００～／総合運動公園
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情
報

掲
示
板

海
上
保
安
学
校
学
生
（
特
別
）

　
　
　
　
　５
月
１９
日
（
日
）

　４
月
１
日
（
月
）
～
８
日
（
月
）

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
国

家
公
務
員
試
験
採
用
情
報
ナ
ビ
」

h
ttp
://w
w
w
.jin
ji.g
o
.jp
/

sa
iy
o
/sa
iy
o
.h
tm

　
　自
衛
隊
観
音
寺
地
域
事
務
所

　
　
　
　
　☎
２５

−

６
１
２
２

　患
者
や
家
族
が
悩
み
や
思
い

を
語
り
、
解
消
で
き
る
よ
う
交

流
会
を
し
て
い
ま
す
。

４
月
２４
日
（
水
）

午
後
１
時
３０
分
～
午
後
３
時

三
豊
合
同
庁
舎
１
階
会
議
室

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
患
者
等

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所
保
健

対
策
課

　☎
２５

−

２
０
５
２

　
　５
月
１１
日
（
土
）、
１２
日
（
日
）

昭
和
５８
年
４
月
２
日
～
平
成

４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

４
月
１５
日
（
月
）
ま
で

観
音
寺
警
察
署

　
　
　
　☎
２５

−

０
１
１
０

●

シ
ネ
マ
＆
体
験
談
＆
説
明
会

　４
月
２１
日
（
日
）
午
後
２
時
～

　ア
イ
パ
ル
香
川
３
階
会
議
室

●

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

①
青
年
海
外
協
力
隊

②
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

４
月
１
日
（
月
）
～
５
月
１３
日

（
月
）（
消
印
有
効
）

対
象
者
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
四
国

☎
０
８
７

−

８
２
１

−

８
８
２
４

日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工

芸
・
書
・
写
真

団
体
＝
５
月
３０
日
（
木
）、
３１

日
（
金
）
午
前
９
時
～
午
後
４

時個
人
＝
５
月
３１
日
（
金
）
～
６

月
２
日
（
日
）
午
前
９
時
～
午

後
４
時

詳
し
く
は
開
催
要
項
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
香
川
県
立

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
Ｈ
Ｐ
や
県
内

図
書
館
、
公
民
館
、
美
術
館

等
で
配
付
し
て
い
ま
す
。

香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

☎
０
８
７

−

８
２
２

−

０
２
４
７

　
　香
川
県
西
讃
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
☎
６２

−

３
０
７
５

　全
応
募
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

４
月
２９
日
（
祝
・
月
）
～

　
　
　
５
月
５
日
（
祝
・
日
）

琴
弾
八
幡
宮
神
幸
殿

同
実
行
委
員
会

　
　
　
　☎
２５

−

３
８
２
８

第
１４
旅
団
創
隊
７
周
年
・

　善
通
寺
駐
屯
地
開
設
６３
周
年

４
月
２１
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
３
時

陸
上
自
衛
隊
善
通
寺
駐
屯
地

観
閲
式
、
訓
練
展
示
、
音
楽

演
奏
、
装
備
品
展
示
、
訓
練

等
写
真
展
、
戦
車
の
体
験
搭
乗

車
両
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
る

た
め
、
公
共
交
通
機
関
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。
Ｊ
Ｒ
善

通
寺
駅
か
ら
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

（
約
２０
分
間
隔
）
を
運
行

第
１４
旅
団
広
報
班

☎
０
８
７
７

−

６
２

−

２
３
１
１

４
月
１５
日
（
月
）

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

弁
護
士
と
の
電
話
相
談

（
遺
言
・
相
続
の
相
談
を
含
む
）

☎
０
５
７
０

−

０
４
１

−

６
０
５

１
人
１５
分
～
２０
分
以
内

香
川
県
弁
護
士
会
事
務
局

☎
０
８
７

−

８
２
２

−

３
６
９
３

４
月
２１
日
（
日
）

午
後
１
時
～
午
後
４
時

ゆ
め
タ
ウ
ン
三
豊

血
圧
・
血
管
年
齢
・
Ｂ
Ｍ
Ｉ
・

基
礎
代
謝
測
定
、
健
康
相
談

な
ど

香
川
県
看
護
協
会
第
７
支
部

（
成
岡
）
☎
５２

−

２
２
１
５

４
月
１７
日
（
水
）
～
１９
日
（
金
）

午
後
１
時
～
午
後
４
時

４
月
１６
日
（
火
）
ま
で
に
要
予
約

香
川
県
西
讃
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
相
談
室

新
規
就
農
を
予
定
の
人
、
就

農
５
年
以
内
の
人

平
成
２５
年
度
春
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

　
　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

無
料
健
康
相
談

「
看
護
の
心
普
及
事
業
」

就
農
相
談

高
齢
者
の
た
め
の

　
全
国
一
斉
電
話
相
談

自
衛
隊
記
念
行
事

全
国
奉
納
絵
馬
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
公
募
展

第
７８
回
香
川
県

　
美
術
展
覧
会
の
作
品

香
川
県
警
察
官（
大
卒
程
度
）

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会

　
　
（
す
み
れ
会
）の
集
い

国
家
公
務
員（
高
卒
者
試
験
等
）

自
衛
官
採
用
試
験

お
知
ら
せ

相
　談

募
　集

催
　し

試
験

第
一
次
試
験

相
談
専
用
電
話

搬
入
期
間

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
期
間

区　　分 対　　象 受付期限 試験日

一般幹部候補生
（音楽、飛行
　　 要員含む）

大卒程度＝２２歳以上２６歳未満
院卒程度＝２０歳以上２８歳未満

４月２６日
（金）まで

一次試験
５月１１日
　　（土）

歯科・薬剤科
　　幹部候補生

歯科＝２０歳以上３０歳未満
薬剤科＝２０歳以上２８歳未満

医科・歯科
　　幹部自衛官

医師免許または歯科医師免許
を取得している人

５月１７日
　　（金）

問合先申込受付期間料金料 注意注持参物持
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日時 場所 講師内容 対象 募集人数

相談日は、都合により変更することがあります。

交通事故相談　☎２３−３９２４　　１０日（水）・２４日（水）午前

１０時～正午　社会福祉センターふれあい相談室　弁護士

年金相談　☎０８７７−６２−１６６１　　１７日（水）午前１０時～午

後３時　本庁地下会議室　日本年金機構善通寺年金事

務所の相談員　要予約

街角年金相談・手続き　☎０８７−８１１−６０２０　　３日（水）

午前１０時～午後３時　本庁地下会議室　街角の年金相

談センター高松の相談員（公的年金全般相談可）

　　事前に問い合わせ

人権相談　☎２３−３９２８　観音寺　１２日（金）午前１０時～午

後３時　ふれあい文化センター／大野原 　１１日（木）午

前１０時～午後３時　大野原いきいきセンター／豊浜 

９日（火）午前１０時～午後３時　豊浜福祉会館会議室１

家庭児童相談・女性相談　☎２３−３９５７　　土・日・祝を除

く毎日午前８時３０分～午後４時　社会福祉センター家

庭児童相談室

母子自立相談　☎２３−３９５７　　土・日・祝を除く毎日午

前８時３０分～午後４時　社会福祉センター家庭児童相談室

児童相談　☎２３−３９５７　　１０日（水）午後１時３０分～午後

５時　社会福祉センター家庭児童相談室　県の専門相

談員　要予約

身障相談　観音寺☎２３−３９６３　４日（木）・１８日（木）午前

１０時～正午　社会福祉センター身障者会議室／大野原

☎５４−５７００　 ４日（木）午前１０時～正午　 大野原いき

いきセンター会議室／豊浜☎５２−１２００相談員が電話で

受付後、家庭へ訪問。支所などでの相談可

理学療法訓練日　☎２３−３９６３　　１４日（日）午前１０時～午

後４時　大野原いきいきセンター

こころの健康相談　☎２３−３９６３　　先着３人　３日（水）

午後１時～午後３時　社会福祉センターふれあい相談

室　保健師

法律相談　☎２５−７７７３　　先着１２人　 ９日（火）・２３日

（火）午前１０時～午後３時　社会福祉センターふれあい

相談室　弁護士

心配ごと相談　観音寺☎２５−７７７３　　２日（火）・１６日（火）

午後１時～午後３時　社会福祉センターふれあい相談室／

大野原☎５４−５７１４　 ４日（木）・１８日（木）午前１０時～正

午　大野原いきいきセンター／豊浜☎５２−１２１２　２日（火）

・１６日（火）午前１０時～正午　豊浜福祉会館会議室２

福祉人材無料職業相談　☎２５−７７７３　　土・日・祝を除

く毎日午前９時～午後４時　市社会福祉協議会

さぬき若者サポートステーション　☎０８７７−５８−１０８０　

３日（水）午前１０時～午後 4 時　観音寺市中央公民館２

階会議室　就職相談など　１５～３９歳の人とその家族

少年相談やまびこ・いじめ相談　☎２３−０９００　　土・日

・祝を除く毎日午前８時３０分～午後５時　少年育成セ

ンター

行政相談　☎２３−３９１５　　１９日（金）午後１時３０分～午後

４時　働く婦人の家

時
講

時
所

時

時
時

時

時

時

持

所

時

時

時

時

時

時

時

時

時

所

所
所

所

所

所

講

講

所

所

所

所

所

所

所

所
所

所

数

数

内 対

時

時

時

時
所

所

家事手続案内　☎２５−２６１９　　土・日・祝を

除く毎日午前９時～午前１１時３０分、午後

１時～午後４時３０分　高松家庭裁判所観

音寺支部

市長相談　☎２３−３９１５　　随時受付　要予約

所

時

受 

講

講

講所

は
、
ほ
こ
り
な
ど
が
付
く
と
煙

を
感
知
し
に
く
く
な
る
の
で
、

乾
い
た
布
な
ど
で
ほ
こ
り
を
ふ

き
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

　ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
家
庭

は
早
く
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

　悪
質
な
住
宅
用
火
災
警
報
器

や
消
火
器
の
訪
問
販
売
等
に
も

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

　　

火
災
・
救
急
件
数
1

1
〜

2
28

火
災

救
急

４
８
６
件

３
件

　

　　
火
災

救
急

　住
宅
用
火
災
警
報
器
の
普
及

率
は
、
平
成
２３
年
６
月
に
設
置

が
義
務
化
さ
れ
て
以
来
、
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。
昨
年
、
三

観
広
域
管
内
で
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
早
期
発
見
に
よ
っ
て
火

災
の
拡
大
を
防
い
だ
事
例
が
４

件
あ
り
ま
し
た
。

　住
宅
用
火
災
警
報
器
が
適
切

に
作
動
す
る
に
は
、
設
置
後
の

維
持
管
理
が
大
切
で
す
。
早
期

に
設
置
し
た
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
中
に
は
、
電
池
切
れ
の
も

の
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
定
期

的
に
、
点
検
ボ
タ
ン
を
押
し
た

り
、
引
き
ひ
も
を
引
い
た
り
し

て
、
音
声
や
警
報
が
鳴
る
か
ど

う
か
作
動
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

機
種
に
よ
っ
て
点
検
方
法
が
異

な
る
の
で
、
取
り
扱
い
説
明
書

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　煙
式
の
住
宅
用
火
災
警
報
器

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

　
　
　
　
　
　
定
期
点
検

２月１日～２８日（敬称略）

香典返し

吉 岡 町

大野原町萩原

豊浜町和田

柞 田 町

本 大 町

観音寺町

大野原町大野原

本 大 町

大野原町大野原

石川　道晶＝

矢埜　竜男＝

眞鍋　　徹＝

大西　敏之＝

白川賢二郎＝

藤村　英二＝

川上　隆弘＝

浜田　利明＝

鈴木　正美＝

西山　恒雄＝

合田　　亟＝

ＪＡ香川県観音寺町支部青壮年部

羽崎病院

観音寺ライオンズクラブ

　　　　（冷蔵貯蔵庫）

　　　　（チャイルドシート１０台）

出 作 町

観音寺町

一般寄付
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今月の人口
人　口

男 女
世帯数人

人
世帯
人

63,601 
30,556 

24,153 
33,045 

ツイッター　観音寺市公式アカウント名
＠ｋａｎｏｎｊｉ＿ｃｉｔｙ

椀
わん

貸
かし

塚
づか

古墳⑥（大野原町）観音寺市の
　古墳文化

３月１日現在
外国人を含む

４

この広報紙は環境にやさしい植物油インキを使用しています。

　椀貸塚の玄
げん

室
しつ

奥壁や天井石には、

巨
きょ

石
せき

（大きな石）が用いられていま

す。中でも天井石の一つは、少なく

とも約２３トンはあると推測されます。

いったい何人で運んだのでしょうか。

一人当たりの力が５０キログラムとし

ても４６０人は必要です。「石の大きさ

＝被
ひ

葬
そう

者
しゃ

の力」という視点で古墳を

見るとおもしろいかもしれません。

（次号からは岩倉塚古墳を紹介します）

▲椀貸塚の玄室奥壁の状況

共福

業天医院

漆川歯科医院

ひまわり調剤薬局三豊

豊浜町 　☎52−3636

大野原町  ☎54−2077

豊浜町　 ☎52−5100

医

歯

薬

クニタクリニック

クロダ歯科医院

スター薬局柞田店

快生堂豊浜調剤薬局

柞田町 　☎25−1577

茂木町 　☎25−8348

柞田町 　☎56−1280

豊浜町 　☎56−3260

医

歯

薬

クリニック池田

たくま歯科医院

ファーマシィ観音寺薬局

第健調剤薬局

渡辺ハートクリニック内科

ファーマシィ観音寺薬局

快生堂豊浜調剤薬局

植田町 　☎23−1500

三野町 　☎73−5581

植田町 　☎57−6860

豊浜町 　☎56−3477

植田町　 ☎23−2022

植田町 　☎57−6860

豊浜町 　☎56−3260

医

医

歯

薬

薬

辻整形外科医院

多田歯科医院

ヤマニ薬局

ケイ・アイ薬局

池之尻町  ☎57−1100

出作町　 ☎25−3247

昭和町　 ☎23−0502

豊浜町 　☎52−1818

医

歯

薬

育児相談

のびのび教室

　茶話会

保

保

保

伊

いき

いき

はつらつ会

はつらつ会

もぐもぐレッスン

9:00～11:00

9:00 ～ 11:00

10:00 ～ 11:30

ふれ

いき

いき

いき

はつらつ会

ひまわりの会

はつらつ会

３歳児健診

健康栄養相談

ゆう酸素リフレッシュ体操

9:00 ～ 11:00

13:00 ～ 16:00

9:00 ～ 11:00

13:15 ～ 13:45

9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 11:30

（ 大 野 原 町・豊 浜 町　
Ｈ21年 9月・10月生まれ）

ふれあい広場

あぶあぶひろば

のびのび教室

9:30 ～ 11:30

10:00 ～ 12:00

14:00 ～ 15:30

保

ふれ

高室

高室

高室

競輪

ふれあい広場

のびのび教室
9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

ふれ

ぴよぴよクラブ

筋力つけんな～教室

ぴよぴよクラブ

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

9:30 ～ 11:30

いき

いき

ふれ

健康栄養相談

ぴよぴよクラブ

１０カ月児相談

健康相談

ぴよぴよクラブ

１０カ月児相談

9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 11:30

13:15 ～ 13:45

13:00 ～ 14:30

9:30 ～ 11:30

13:15 ～ 13:45

（大野原町・豊浜町　
H24 年 6 月・7 月生まれ）

いき

いき

いき

育児相談

ふれあい広場

さわやか栄養教室

3歳児健診

あぶあぶひろば

ふれあい広場

あぶあぶひろば

9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 12:30

13:30 ～ 14:15

10:00 ～ 12:00

9:30 ～ 11:30

10:00 ～ 12:00

ふれ

ふれ

（旧観音寺市 H21 年 9 月生まれ）
（旧観音寺市 H24 年 6 月生まれ）

ぴよぴよクラブ

のびのび教室

いき

いき

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

ぴよぴよクラブ

シニアエアロビクス

いき
9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

ぴよぴよクラブ
9:30 ～ 11:30

いき

9:30～11:00

13:30～15:00

10:00～11:30

ふれ

３カ月児健診

筋力つけんな〜教室
13:30 ～ 14:15

13:30 ～ 15:00

（旧観音寺市Ｈ25年1月生まれ）

豊福

豊福

豊福

大集

医
歯

薬
伊保

いき
ふれ

共福
高室
大集
競輪

休日当番医
休日当番歯科医

休日当番調剤薬局
保健センター
大野原いきいきセンター
豊浜ふれあい会館
豊浜福祉会館

（９：００～１２：００）

共同福祉施設軽運動室
高室公民館
大野原中央集会場
競輪場
伊吹公民館

愛育会行事

運動器具を使って
健康づくり・体力づくりを

しましょう！
月～土曜日（日曜、祝日休み）
  9:00 ～12:00
13:00 ～ 16:00

豊福

生涯学習課文化振興係

　　　☎２３−３９４３

４月の納税

固定資産税・都市計画税（１期・全期）

納期限　４月３０日（火）
納め忘れのないよう、便利な口座振替を
ぜひ利用してください。

愛

愛


